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令
和
6
年
6
月
2
日
、
新
宿
区
の
京
王
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
の
コ
ン
コ
ー
ド
ボ
ー
ル
ル
ー
ム

に
お
い
て
山
梨
県
人
会
連
合
会
の
第
75
回
通

常
総
会
・
懇
親
会
が
生
憎
の
雨
模
様
の
中
、

3
3
0
人
を
超
え
る
会
員
、
役
員
、
ご
来
賓

に
ご
参
集
い
た
だ
き
開
催
さ
れ
た
。

　

都
留
市
出
身
の
元
文
化
放
送
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
小
俣
雅
子
さ
ん
が
司
会
を
務
め
、
初
め

に
中
村
芳
文
副
会
長
（
総
務
委
員
長
）
に
よ

る
「
昨
年
ま
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
手

探
り
で
総
会
の
開
催
形
式
を
模
索
し
て
き
た

が
、
今
回
は
晴
れ
て
コ
ロ
ナ
以
前
の
状
態
に

戻
っ
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
久
し
振

り
に
顔
を
合
わ
せ
る
会
員
の
皆
様
に
は
総

会
、
懇
親
会
の
場
に
お
い
て
絆
を
深
め
て
頂

き
た
い
」
と
の
言
葉
で
開
会
が
宣
言
さ
れ
る

と
、
続
い
て
、
こ
の
1
年
間
に
物
故
さ
れ
た

関
係
者
に
対
し
全
員
に
よ
る
黙
と
う
が
捧
げ

ら
れ
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
清
水
喜
彦
会
長
か

ら
「
新
型
コ
ロ
ナ
以
降
、
こ
れ
だ
け
大
勢
の

皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
く
機
会
は
な
か
っ

た
が
、
知
事
、
各
市
町
村
長
は
じ
め
ご
来

賓
、
役
員
・
会
員
総
勢
3
3
2
名
の
皆
様
に

ご
参
集
頂
き
、
75
周
年
の
節
目
と
な
る
第
75

回
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に

感
謝
。
会
長
就
任
以
来
世
界
の
状
況
は
不
安

定
、
不
確
実
、
不
透
明
と
言
い
続
け
て
い
る

が
、
今
年
は
世
界
的
な
選
挙
の
年
で
あ
り
、

11
月
の
ア
メ
リ
カ

大
統
領
選
挙
が
終

わ
る
ま
で
何
が
起

き
る
か
分
か
ら
な

い
状
況
が
続
く
。

山
梨
県
人
会
連
合
会 

第
75
回
総
会・懇
親
会
開
催

75
周
年
の
節
目
の
通
常
総
会
を
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
。

3
3
2
人
が
参
集
し
、令
和
6
年
度
の
基
本
方
針
・
事
業
計
画
及
び
令
和
6

年
度・7
年
度
の
役
員
体
制
を
議
決
し
、第
2
部
懇
親
会
で
は
甲
府
市
出
身 

淺
川
那
由
多
さ
ん
の
ミ
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
に
女
優
白
須
慶
子
さ

ん（
首
都
圏
都
留
市
会
会
長
）が「
甲
州
弁
シ
ン
デ
レ
ラ
」で
共
演
。

司会　小俣雅子氏



山梨県人会連合会第75回総会・懇親会開催

5

参
加
者
の
中
に
は
山
崎
幸
二
前
統
合
幕
僚
長

を
始
め
各
界
で
活
躍
す
る
方
が
多
数
参
加
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
故

郷
を
共
に
す
る
者
同
士
親
睦
を
深
め
る
と
同

時
に
、
情
報
交
換
を
し
て
頂
き
、
互
い
の

糧
に
す
る
だ
け
で
な
く
ふ
る
さ
と
山
梨
の

発
展
に
向
け
何
が
で
き
る
か
考
え
て
頂
き
た

い
」
、
ま
た
「
昨
年
の
総
会
以
降
、
巨
摩
高

校
同
窓
会
関
東
支
部
と
東
甲
倶
楽
部
に
新
た

に
ご
加
盟
頂
き
、
副
会
長
に
も
新
た
に
4
名

ご
就
任
を
頂
い
た
。
活
動
を
休
止
し
て
い
る

新
宿
区
県
人
会
や
千
代
田
区
県
人
会
へ
の
支

援
や
、
甲
府
西
高
校
、
塩
山
高
校
の
東
京
同

窓
会
に
対
し
新
規
加
盟
の
呼
び
か
け
も
行
っ

て
い
る
。
連
合
会
の
発
展
、
活
性
化
に
向
け

て
こ
う
し
た
活
動
を
更
に
積
極
的
に
進
め
て

い
き
た
い
」
と
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

次
に
会
則
に
よ
り
、
清
水
会
長
が
議
長
を

務
め
て
議
事
に
入
り
、
第
1
号
議
案
「
令
和

5
年
度
会
務
報
告
」
と
第
2
号
議
案
「
令
和

6
年
度
基
本
方
針
・
事
業
計
画
」
、
第
3
号

議
案
「
令
和
6
年
度
・
7
年
度
役
員
体
制
」

（
11
頁
に
掲
載
）
が
一
括
上
程
さ
れ
、
満
場

の
拍
手
で
承
認
さ
れ
、
議
事
は
終
了
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
祝
辞
に
移
り
、
最
初
に
長
崎

幸
太
郎
山
梨
県
知
事
か
ら
「
75
年
の
長
き
に

わ
た
り
県
人
会
連
合
会
の
皆
様
か
ら
賜
っ
て

い
る
県
政
支
援
に
感
謝
し
な
が
ら
現
在
の
県

政
運
営
に
つ
い
て
ご
報
告
し
た
い
。
第
一
に

教
育
の
分
野
で
進
め
る
25
人
学
級
に
つ
い
て

は
現
在
小
学
4
年
生
ま
で
到
達
し
て
い
る
。

今
後
こ
れ
を
5
年
生
、
6
年
生
に
是
非
と
も

拡
大
し
て
い
き
た
い
。
第
二
に
福
祉
分
野
に

お
い
て
介
護
待
機
ゼ
ロ
社
会
を
目
指
し
、
現

在
1
7
0
0
名
と
推
計
さ
れ
る
施
設
入
所
待

機
者
を
ゼ
ロ
に
す
る
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
同
時
に
介
護
離
職
を
な
く
す
な
ど
ケ
ア

ラ
ー
支
援
を
充
実
し
て
い
く
。
第
三
に
山
梨

県
が
米
倉
山
で
進
め
る
水
素
と
燃
料
電
池
の

研
究
開
発
拠
点
を
世
界
に
向
け
て
ブ
ラ
ン
ド

化
し
て
行
き
た
い
。
第
四
に
富
士
山
を
擁
す

る
本
県
が
火
山
防
災
対
策
に
お
い
て
23
都
道

県
を
ま
と
め
る
先
導
役
と
し
て
国
に
働
き
か

け
、
支
援
を
具
体
化
し
つ
つ
あ
る
。
更
に
富

士
山
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
に
つ
い

て
は
富
士
吉
田
市
を
始
め
、
地
元
市
町
村
と

連
携
し
て
解
消
に
取
り
組
む
。
そ
の
為
に
は

世
界
文
化
遺
産
選
定
時
に
指
摘
さ
れ
た
、
来

訪
者
数
の
適
正
化
、
環
境
負
荷
の
縮
小
、
人

工
的
な
景
観
の
解
消
の
3
つ
の
宿
題
に
し
っ

か
り
取
り
組
み
、
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
」

な
ど
が
報
告
さ
れ
、
「
引
き
続
き
県
人
会
連

中村芳文副会長 清水喜彦会長
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合
会
の
皆
様
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
叱
咤
激
励
は

大
歓
迎
、
更
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
」

と
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
国
会
議
員
を
代
表
し
て
森
屋
宏

参
議
院
議
員
（
内
閣
官
房
副
長
官
）
か
ら

「
5
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
サ
ン
パ
ウ
ロ
を
訪
れ
日

系
人
千
人
ほ
ど
が
集
ま
る
会
議
に
出
席
し
た

と
こ
ろ
、
ブ
ラ
ジ
ル
山
梨
県
人
会
の
小
野
会

長
さ
ん
と
お
会
い
し
た
。
八
代
町
出
身
の
三

世
の
方
で
、
山
梨
県
人
と
聞
い
た
だ
け
で
親

戚
と
会
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
も
う
別
れ
る

時
は
ハ
グ
す
る
く
ら
い
親
密
に
な
っ
た
。
山

梨
と
い
う
県
は
半
径
50
㎞
で
円
を
描
く
と

す
っ
ぽ
り
収
ま
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
地
域
。
連

帯
感
も
強
い
し
、
様
々
な
実
験
的
取
り
組
み

が
可
能
な
恵
ま
れ
た
こ
の
山
梨
で
何
を
な
す

べ
き
か
。
今
日
お
集
ま
り
の
県
外
で
活
躍
す

る
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
全
国
の
モ

デ
ル
と
な
る
よ

う
な
施
策
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
祝
辞
を
述

べ
ら
れ
た
。

　

次
に
卯
月
政
人

山
梨
県
議
会
議
長

か
ら
「
県
人
会
連

合
会
の
皆
様
に
は

日
頃
か
ら
県
人
会

活
動
を
通
じ
て
郷

土
山
梨
へ
の
力
強

い
ご
支
援
を
賜
り

厚
く
感
謝
を
申
し

上
げ
る
。
県
議
会

と
し
て
も
皆
様
が

誇
れ
る
山
梨
と
な

る
よ
う
経
済
の
発
展
は
も
と
よ
り
、
教
育
、

福
祉
、
そ
し
て
安
全
、
防
災
、
県
内
観
光
の

活
性
化
に
も
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
」
と
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

祝
辞
の
最
後
に
、
27
市
町
村
を
代
表
し
て

山
梨
県
市
長
会
会
長
の
堀
内
茂
富
士
吉
田

市
長
が
「
長
く
苦
し
い
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た

途
端
に
物
価
高
騰
と
歴
史
的
な
円
安
、
人
手

不
足
と
ま
だ
ま
だ
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い

る
。
一
方
で
世
界
に
誇
る
富
士
山
を
は
じ
め

多
く
の
観
光
資
源
を
抱
え
る
山
梨
に
は
国
内

外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
お
り
、
賑

わ
い
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
よ
る
弊
害
に
も
悩
ま
さ
れ
て
い

る
。
富
士
河
口
湖
町
に
お
け
る
苦
渋
の
決
断

が
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
が
、
富
士

吉
田
市
の
中
心
街
に
お
い
て
も
同
様
な
交
通

渋
滞
や
住
民
の
日
常
生
活
を
脅
か
す
よ
う

な
事
態
が
発
生
し
て
お
り
、
対
応
に
苦
慮
し

て
い
る
。
山
梨
の
一
番
の
自
慢
は
富
士
山
で

あ
り
各
市
町
村
か
ら
望
む
富
士
山
は
そ
れ
ぞ

れ
に
魅
力
が
あ
り
、
訪
れ
た
人
を
魅
了
し
て

い
る
。
県
人
会
の
皆
様
に
は
、
ふ
る
さ
と
で

あ
る
山
梨
、
そ
し
て
心
の
拠
り
所
で
あ
る
富

士
山
の
た
め
、
引
き
続
き
お
力
添
え
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
挨
拶
が
述
べ
ら

長崎幸太郎山梨県知事

卯月政人県議会議長

森屋宏参議院議員

堀内茂市長会会長
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れ
、
ご
来
賓
代
表
の
祝
辞
が
終
了
し
た
。

　

そ
の
他
の
各
ご
来
賓
に
つ
い
て
は
「
ご
来

賓
芳
名
簿
」
に
よ
る
紹
介
が
行
わ
れ
、
祝

電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
て
総
会
は
閉

会
と
な
っ
た
。

　

休
憩
後
、
第
2
部
の
懇
親
会
は
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
淺
川
那
由
多
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
で
開
始
さ
れ
た
。
淺
川
那
由
多

さ
ん
は
甲
府
市
出
身
で
、
先
天
的
な
弱
視
の

障
が
い
が
あ
る
が
両
親
の
勧
め
で
3
歳
よ
り

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
始
め
、
中
学
時
代
に
父
親

の
他
界
を
境
に
休
止
。
大
学
時
代
に
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
・
葉
加
瀬
太
郎
氏
の
影
響
を
受

け
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
楽
し
さ
、
魅
力
を
再

発
見
。
大
学
卒
業
後
は
福
祉
施
設
や
学
校
、

市
役
所
に
勤
務
し
て
い
た
が
、
2
0
0
9
年

よ
り
本
格
的
に
音
楽
活
動
を
始
め
た
と
い
う

経
歴
。
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
は
武
田
節
の
独
奏

で
始
ま
り
、
会
場
は
手
拍
子
で
最
初
か
ら
盛

り
上
が
り
を
見
せ
た
。
2
曲
目
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
で
富
士
山
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
マ
ジ
ェ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ブ
ル
ー
・
マ
ウ
ン
テ
ン
雄
大

な
る
碧
き
山
」
を
演
奏
。
続
い
て
ゲ
ス
ト
の

白
須
慶
子
さ
ん
の
語
り
で
演
じ
ら
れ
た
「
甲

州
弁
シ
ン
デ
レ
ラ
」
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で

B
G
M
や
効
果
音
を
入
れ
る
と
、
最
後
は
葉

加
瀬
太
郎
の
カ
バ
ー
で
「
情
熱
大
陸
の
テ
ー

マ
」
を
会
場
内
各
テ
ー
ブ
ル
を
演
奏
し
な
が

ら
回
り
、
大
き
な
拍
手
を
浴
び
て
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
は
終
了
し
た
。

　

続
い
て
乾
杯
に
移
り
、
中
込
勝
子
会
長
代

行
の
「
あ
る
会
議
の
講
師
の
方
が
、
『
絆
』

と
い
う
字
は
糸
半
分
と
書
き
ま
す
。
そ
れ
は

お
互
い
に
、
お
互
い
の
糸
を
気
遣
い
な
が
ら

思
い
や
り
な
が
ら
保
つ
こ
と
で
す
、
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
懇
親
会
、
ま
さ
に

こ
の
『
絆
』
の
如
く
、
親
睦
を
図
り
、
情
報

交
換
を
し
な
が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
、
そ
し
て
今
日
ご
列
席
の
皆
様
方
の
、

ご
健
勝
、
ご
多
幸
、
山
梨
県
、
山
梨
県
人
会

ヴァイオリニスト淺川那由多氏

白須慶子氏・淺川那由多氏「語り」

淺川那由多氏
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連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
繁
栄
を
祈
念
し
、
声

高
ら
か
に
、
乾
杯
を
」
と
の
言
葉
と
と
も
に

甲
州
ワ
イ
ン
の
グ
ラ
ス
が
掲
げ
ら
れ
た
。
乾

杯
用
の
白
ワ
イ
ン
は
山
梨
県
か
ら
提
供
さ
れ

た
「
ワ
イ
ン
県
や
ま
な
し
」
が
誇
る
甲
州
種

の
白
ワ
イ
ン
。
各
テ
ー
ブ
ル
に
マ
ス
カ
ッ
ト

ベ
ー
リ
ー
A
の
赤
ワ
イ
ン
、
県
産
日
本
酒
各

種
も
同
じ
く
山
梨
県
か
ら
、
ま
た
ビ
ー
ル
は

サ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社
か
ら
「
サ
ン
ト
リ
ー

生
ビ
ー
ル
」
多
数
の
ご
協
賛
を
頂
い
た
。

　

そ
の
後
は
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
の
懇
談
と
情

報
交
換
が
約
1
時
間
に
わ
た
り
和
や
か
に
繰

り
広
げ
ら
れ
、
事
業
委
員
長
を
務
め
る
飯
島

登
美
夫
副
会
長
の
閉
会
の
言
葉
と
7
月
23
日

開
催
予
定
の
「
ク
ー
ル
Ⓣ
や
ま
な
し
」
事
業

第
2
弾
「
甲
州
人　

先
人
た
ち
の
偉
業
を
訪

ね
て　

内
藤
多
仲
博
士
の
巻
」
の
参
加
者
募

集
の
P

R
が
行
わ
れ
、
「
山
梨
県
万
歳
」
の

三
唱
で
閉
会
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
参
加
者
全
員
に
山
梨
県
か
ら
記
念

品
と
し
て
「
人
参
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
、
株
式

会
社
は
く
ば
く
か
ら
「
具
材
め
ん
」
、
サ
ン

ト
リ
ー
株
式
会
社
か
ら
天
然
水
、
緑
茶
「
伊

右
衛
門
」
が
贈
ら
れ
た
。

中込勝子会長代行

飯島登美夫副会長
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第1号議案
令和5（2023）年度会務報告（令和5年4月1日～令和6年3月31日）

月　日 行事・事業 実績・場所

5月17日 青年部（ほうとう会）総会 富国生命ビル

5月30日 第 1回理事会 上野精養軒

6月  4日 第 74 回総会 京王プラザホテル

6月22日 Cool Ⓣ Yamanashi ツアー 「甲州人先人たちの偉業を訪ねて
根津嘉一郎翁の巻」

8月26日 女性の会総会 アルカディア市ヶ谷

10月24日 Cool Ⓨ Yamanashi ツアー 「大村コレクション女流画家の世界と
森の蒸留所韮崎・白州を訪ねて」

10月31日 第２回理事会 上野精養軒

11月  6日 「幸せ実感！知事とふるさとを語る会」 京王プラザホテル

11月14日 山梨県市長会との懇談会「ざっくばらん会」 KKR ホテル東京

12月20日 第３回理事会 上野精養軒

12月20日 単位代表者会議 上野精養軒

1月31日 新春賀詞交歓会 ホテル雅叙園東京

委員会開催状況
委員会名（委員長）  開催日（月/日）

総務委員会（中村　芳文） 5/17，8/8，10/16，11/27，2/14，3/26

組織委員会（清水　喜彦） 4/19

事業委員会（飯島　登美夫） 5/16，6/7，7/26，10/11，11/27，2/16

広報委員会（山下　昌彦） 4/26，8/3，11/10，2/7

文化・スポーツ委員会（佐野　公哉） 10/31

ふるさと納税推進委員会（古谷　誠）
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第2号議案
令和6年度　基本方針・事業計画（案）

１　会員相互の親睦・交流・ 研鑽 を図り 、郷土山梨の成長・発展・進化に寄与する県人
会活動の更なる発展を目指す

２　「ふるさとリンケージ200」の理念の下に、山梨県及び27市町村と連携して次の各
事業を推進する

　　　　・県、市長会、町村会と締結した定住人口確保に関する協定に基づく事業
　　　　・県、市町村へのふるさと納税推進事業
　　　　・故郷の歴史と文化を再認識する「クールやまなし」事業
　　　　・直接対話を行う「県市長会・町村会との意見交換会」事業

３　連合会活動の一層の強化のため、上野原市、富士吉田市、北杜市などの連携型県人会
設立準備の動きを全面的に支援し、更に郷友会未設置市町村への働きかけを推進する

４　県人会の足腰の強化と若い活力の導入を推進するため、女性の会・青年部への支援を
強化する

５　アフターコロナの県人会活動の強化に向けて、単位団体への支援を強化すると共に新
規加盟団体の加入を促進する

事　　業　　計　　画
月　日 事  業  ・  行  事  内  容

2024年  4月17日 令和6年度予算会議

5月14日 青年部総会（ほうとう会）

5月27日 第1回　理事会（上野精養軒）

6月  2日 第75回総会（京王プラザホテル）

6月16日 女性の会第34回総会（主婦会館　プラザエフ）

7月23日 クールⓉやまなし（内藤多仲博士の巻）

10月  7日 クールⓨやまなし（丹波山村・小菅村）

10月25日 第2回　理事会（上野精養軒）

10月29日 知事とふるさとを語る会（京王プラザホテル）

11月19日 山梨県町村会との懇談会（ホテルＫＫＲ東京）

12月11日 第3回　理事会（上野精養軒）

12月11日 単位団体代表者会議（上野精養軒）

2025年  1月30日 新春賀詞交歓会（ホテル雅叙園東京）　
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第3号議案
令和６年度・７年度役員体制（案）

（任期　令和6年度～令和8年第77回総会まで）

会　　　長 （再任） 清水　喜彦

会 長 代 行 （再任） 中村　忠正

会 長 代 行 （再任） 中込　勝子

副　会　長 （再任） 39名

総務委員長 （再任） 中村　芳文

事業委員長 （再任） 飯島　登美夫

組織委員長 （再任） 清水　喜彦

広報委員長 （再任） 山下　昌彦

文化・スポーツ委員長 （再任） 佐野　公哉

ふるさと納税推進委員長 （再任） 古谷　誠

会　　　計 （再任） 澤登   拓

会　　　計 （再任） 矢崎　弘直

監　　　事 （再任） 小佐野　隆正

監　　　事 （新任） 島田　敏男

 【ご協賛御礼】　ありがとうございました。
山 　 梨 　 県　　記念品「人参ドレッシング」（フェリチタ研究所）
山 　 梨 　 県　　甲州種ワイン（白）、県産赤ワイン各種、県産日本酒
サントリー（株）　　「サントリー生ビールトリプル生、天然水、伊右衛門」

（株）はくばく　　「具材めん」
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88

山
ア
テ
道
路
と
は

　

山
ア
テ
道
路
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
?
山
ア
テ
道
路
と
は
道
路

の
軸
線
方
向
に「
山
」が
見
え
る
よ
う

に
道
路
を
配
置
す
る
設
計
技
法
の
事

で
す
。車
で
走
行
し
て
い
る
と
真
正
面
に

「
山
」が
見
え
る
よ
う
に
道
路
を
設
計

す
る
技
法
で
す
。

　

写
真
1
は
中
央
道
須
玉
I
C
付
近

で
す
が
、真
正
面
に
富
士
山
が
見
え
ま

す
。あ
え
て
こ
う
い
う
設
計
を
し
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。こ
う
い
う
道
路
を「
山

ア
テ
道
路
」と
言
い
ま
す
。ド
ラ
イ
ブ

中
に
富
士
山
が
真
正
面
に
現
れ
た
ら
、

な
ん
と
な
く
、楽
し
い
気
分
に
な
る
で

し
ょ
う
。単
調
な
ド
ラ
イ
ブ
で
眠
く
な
っ

て
い
て
も
目
が
覚
め
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

　

山
梨
県
に
は
道
路
の
真
正
面
に

「
山
」が
見
え
る
道
路
が
多
い
の
で
す

が
、そ
の
ほ
と
ん
ど
は
元
々
あ
る「
道

路
」で
す
。山
梨
県
民
は
期
せ
ず
し
て
、

毎
日
、山
ア
テ
道
路
を
通
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。そ
う
い
う
山
梨
県
の「
山
」

を
、私
が
、意
識
し
た
の
は
大
学
時
代

写真1：中央道須玉IC付近（東京夜景.com、より許可を得て掲載）

日本一の「山アテ道路」を持つ山梨県？
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で
す
。当
時
、海
沿

い
の
町
に
住
ん
で

い
た
の
で
、帰
郷

す
る
度
に
山
梨
の

「
山
」
を
意
識
す

る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

山
梨
県
の
山
と

言
え
ば
、富
士
山

で
す
。山
梨
の
多
く

の
道
路
で
富
士
山

が
正
面
に
見
え
ま

す
。代
表
例
が
富

士
吉
田
市
本
町
通

り
で
し
ょ
う（
写
真

2
）。

　

条
件
が
合
え
ば
、山
梨
の
ど
こ
か
ら

で
も
、き
れ
い
な
、富
士
山
を
見
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。例
え
ば
富
士
山
か
ら

は
、か
な
り
離
れ
て
い
る
、北
杜
市
で
も

「
山
の
字
そ
の
も
の
」の
富
士
山
が
見

え
る
道
が
あ
り
ま
す（
写
真
3
）。こ
の

道
は
農
道
で
す
が
、も
し
か
す
る
と
作

る
と
き
富
士
山
を
ア
テ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

山
ア
テ
道
路
日
本一は
山
梨
県
？

　

さ
て
、そ
ん
な
山
ア
テ
道
路
で
す
が

山
梨
県
は「
日
本
一
」だ
と
思
い
ま
す
。

山
梨
県
に
は
標
高
1
位（
富
士
山
）、2

位（
北
岳
）、3
位（
間
ノ
岳
）の
山
が
揃

っ
て
い
ま
す
。富
士
山
、間
ノ
岳
は
静
岡

県
と
頂
上
を
共
有
し
て
い
ま
す
が
、北

岳
は
完
全
に
山
梨
県
内
に
あ
り
ま
す
。

甲
府
市
か
ら
は
条
件
が
良
け
れ
ば
い
つ

で
も
こ
の
3
つ
を
同
時
に
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。北
岳
と
間
ノ
岳
は
、甲
府

か
ら
眺
め
る
と
、手
前
に
櫛
形
山
が
あ

り
、あ
ま
り
目
立
ち
ま
せ
ん
。冬
に
な
る

と
、2
山
と
も
周
囲
に
比
し
て
標
高
が

高
い
の
で
雪
化
粧
し
て
い
る
時
期
が
長

く
、目
立
ち
ま
す（
写
真
4
）。

　

も
っ
と
も
、長
野
県
人
は「
長
野
県
こ

そ
山
ア
テ
道
路
日
本
一
」と
言
う
か
も

知
れ
な
い
で
す
。「
日
本
百
名
山
」の
数

は
長
野
が
1
番（
31
座
）、山
梨
は
2
番

（
12
座
）な
の
で
す
。し
か
し
、山
梨
県

人
と
し
て
は
、標
高
で
勝
負
し
た
い
で
す

（
笑
）。

一家
に一つ
、一人
に一つ

自
分
の
山
ア
テ
道
路
を
。

　

甲
府
は
盆
地
で
す
か
ら
、ど
の
道
路

も
た
ど
れ
ば
山
に
ア
タ
り
ま
す
。例
を

い
く
つ
か
挙
げ
ま
す（
写
真
5
〜
8
）。

　

言
う
ま
で
も
無
く
、山
梨
県
に
は
多

く
の
高
峰
、名
峰
が
あ
り
ま
す
。

国
中
地
方
に
は

峡
中
：
奥
秩
父
山
塊

峡
北
：
八
ヶ
岳

峡
西
：
櫛
形
山
地

峡
東
：
御
坂
山
地

写真3：北杜市の農道からの富士山

写真4：甲府から見える北岳と間ノ岳

写真2：富士吉田市本町通りからの富士山
　　　（富士吉田観光ガイドHPより許可を得て掲載）
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峡
南
：
天
子
山
地
、赤
石
山
脈
、身
延
山
地

郡
内
地
方
に
は

富
士
山
、雲
取
山
、大
菩
薩
嶺
、三
つ
峠
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
家
の
周
り
、通
勤
、通
学
路
で
自
分

の
山
ア
テ
道
路
を
探
し
て
み
る
の
も
一
興
だ

と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、い
つ
の
日
か
山
ア
テ

道
路
に
面
す
る「
山
」に
登
っ
て
み
て
、自
分
の

山
ア
テ
道
路
方
面
を
眺
め
て
み
る
の
も
面
白

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

望
月 

吉
彦（
広
報
委
員
会 

委
員
）

文
献

1.	

山
梨
大
学 

大
山
勲
研
究
室 「
道
路
の
山
ア
テ
景
観
に
関
す
る
研

究 

　
2
0
1
7
　
猪
俣
優
哉
」卒
論
。

2.	

道
路
景
観
の
歴
史
的
再
現
に
よ
る
快
適
性
の
追
求
：
筑
波
大
学

大
学
院
　
シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
研
究
科 

社
会
シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
専
攻
長 

大
澤
　
義
明 

2
0
1
0
年

写真6：
実家の少し南の通りからは甲斐駒ヶ岳がよく見えます。

写真8：
甲府のかすがもーるから見える「無名峰？」

写真5：
私の実家前の道路からは鳳凰三山観音岳がよく見えます。

写真7：
甲府駅近傍の道路からの甲斐駒ヶ岳



時時間間 見見学学地地

早稲田大学大隈記念講堂 現現地地集集合合

～ 大隈講堂見学・講演 土屋 哲夫氏

～ 内藤多仲博士記念館

明治生命会館 車窓より

～ 楠公レストハウス 昼食

～ 東京タワー見学 お買い物 現現地地解解散散

甲甲州州人人 先先人人たたちちのの偉偉業業をを訪訪ねねてて

内内藤藤多多仲仲博博士士

東東京京タタワワーーをを造造っったた男男

山梨県人会連合会
事業委員会企画

のの巻巻

7月23日
40

8,000

開催日

円

名

（火）

募集人数

参加費用

山山梨梨県県人人会会連連合合会会 事事務務局局

＠＠ （（飯飯島島宛宛））

参参加加確確認認後後 日日以以内内ににおお振振込込みみくくだだささいい
山山梨梨中中央央銀銀行行 東東京京支支店店（（普普通通））
山山梨梨県県人人会会連連合合会会 ※※手手数数料料はは各各自自ごご負負担担くくだだささいい

メール
お支払い

お申込み

ココーードドかかららおお申申しし込込みみくくだだささいい メメーールル又又はは ででののおお申申しし込込みみもも可可能能でですす

※ 週間前からキャンセル料が発生します。
尚、当日キャンセルの場合は費用の返却は出来ませんので、予めご了承願います。

※定員になり次第締め切りとさせていただきます。 月中旬頃を想定しております。
※最少催行人数 名 名未満の場合は中止となりますのでご了承願います。
また、募集人数を超えた場合は抽選とさせていただきますので、予めご了承願います。

「「多多摩摩源源流流をを訪訪ねねてて ～～小小菅菅村村・・丹丹波波山山村村～～」」小小ささなな村村ののままちちおおここしし
日日程程 年年 月月 日日 月月
人人数数 名名 大大型型ババスス 台台
費費用用 円円 予予定定
行行程程 丹丹波波山山村村役役場場見見学学 ～～ 小小菅菅村村 昼昼食食＋＋ククララフフトトビビーールル

小小菅菅 視視察察 ～～ ドドロローーンン輸輸送送見見学学
小小菅菅村村道道のの駅駅 温温泉泉 ～～ おお買買いい物物

次次回回実実施施決決定定 年年 月月 日日 月月

15
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小
池 

英
夫
氏

日
本
放
送
協
会
　
専
務
理
事

―
ご
出
身
は
甲
府
市
で
す
ね

　

は
い
、寿
町
で
す
。小
学
校
は
穴
切
小

学
校
、中
学
校
は
甲
府
西
中
で
、実
家

は
祖
父
が
工
務
店
を
や
っ
て
い
て
、父
は

高
校
の
建
築
の
教
師
を
し
な
が
ら
、祖

父
の
仕
事
も
少
し
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

―
小
中
学
生
の
頃
は
ど
ん
な
子
供
で

し
た
か

　

ご
く
普
通
の
子
供
で
し
た
が
祖
父
や

父
の
仕
事
を
見
て
い
て
、住
ま
い
は
心

の
拠
り
所
と
な
る
も
の
で
、そ
れ
を
創

造
す
る
家
族
の
仕
事
を
誇
り
に
思
い
、

建
築
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
。小
学
生
の
時
に
児

童
会
長
の
選
挙
に
出
る
こ
と
に
な
り
、

立
候
補
し
ま
し
た
が
大
差
で
敗
れ
ま
し

た
。相
手
候
補
の
演
説
が
抜
群
に
う
ま

く
て
驚
き
ま
し
た
が
、こ
れ
が
原
体
験

に
な
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

―
甲
府
西
高
に
進
み
ま
す

　

甲
府
一
高
、南
高
、西
高
の
3
校
総
合

選
抜
に
な
っ
て
2
年
目
の
年
で
す
。伝
統

あ
る
甲
府
一
高
に
行
き
た
か
っ
た
人
は

が
っ
か
り
し
て
い
ま
し
た
が
、私
は
姉
が

2
年
上
で
一
高
だ
っ
た
の
で
別
の
学
校

に
行
き
た
か
っ
た
し
、西
高
は
3
校
の

中
で
家
か
ら
一
番
近
か
っ
た
の
で
喜
び

ま
し
た
。入
っ
て
み
る
と
、3
年
生
は
女

子
校
時
代
の
最
後
の
学
年
で
全
員
セ
ー

ラ
ー
服
で
す
。す
ご
く
大
人
び
て
見
え

ま
し
た
し
、3
年
生
と
2
年
生
の
と
こ

ろ
に
大
人
と
子
供
と
い
う
線
が
引
か
れ

て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。寿
町
か

ら
自
転
車
で
西
高
に
通
学
し
ま
し
た
が

注
目
!
甲
州
人
�

学
習
院
大
学
在
学
中
か
ら
政
治
や
時
事
問
題
、企
業
の
社
会
的
責
任
な
ど
に
関
心
を
持
ち
弁
論
部
で
活
動
。2
年
生
の
頃
に
は
マ
ス

コ
ミ
志
望
に
絞
り
卒
業
後
は
念
願
の
N
H
K
へ
。入
局
後
は
政
治
畑
一
筋
の
道
を
歩
み
、日
本
の
政
治
中
枢
を
30
年
間
に
わ
た
り
見
続

け
て
来
た
小
池
英
夫
N
H
K
専
務
理
事
に
政
治
記
者
と
し
て
の
哲
学
と
そ
の
軌
跡
を
伺
っ
た

聞
き
手 

山
梨
県
人
会
連
合
会
広
報
委
員
長
　
山
下
昌
彦
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小池英夫氏に聞く
Linkage Interview

荒
川
橋
を
渡
っ
て
川
沿
い
に
進
む
と
正

面
に
南
ア
ル
プ
ス
の
北
岳
な
ど
の
山
々

が
迫
っ
て
く
る
か
の
如
く
近
い
ん
で
す
。

あ
の
光
景
は
忘
れ
ら
れ
な
い
で
す
ね
。

―
高
校
生
活
で
打
ち
込
ん
だ
こ
と
は

　

打
ち
込
ん
だ
と
ま
で
は
言
え
な
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
部
活
動
は
硬
式
テ
ニ

ス
で
し
た
。当
時
の
テ
ニ
ス
は
軟
式
が

主
流
で
す
か
ら
軟
式
が「
部
」で
私
が

入
っ
た
硬
式
は
同
好
会
で
し
た
。男
女

共
学
2
年
目
で
新
設
の
同
好
会
に
は
3

年
生
の
先
輩
が
い
な
い
所
が
多
く
て
ど

の
ク
ラ
ブ
も
弱
か
っ
た
で
す
ね
。自
分
た

ち
で
練
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
が
、緩
か
っ
た
ク
ラ
ブ
で

し
た
。

―
学
習
院
大
学
経
済
学
部
に
進
学
さ

れ
ま
し
た

　

去
年
の
秋
に
ブ
ラ
タ
モ
リ
で
も
紹
介

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、山
手
線
の
内
側
、

目
白
の
地
に
全
て
の
学
部
と
学
科
、全

学
年
が
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
で
そ
ろ
う
珍

し
い
大
学
で
稀
有
な
歴
史
と
伝
統
を
有

し
、教
授
陣
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。落

ち
着
い
て
学
生
生
活
が
送
れ
る
の
で
は

と
い
う
期
待
で
選
び
ま
し
た
。

　

私
が
入
学
し
た
頃
か
ら
、企
業
が
自

ら
の
利
益
だ
け
を
追
求
す
る
の
で
は

な
く
、社
会
貢
献
を
問
わ
れ
る
時
代
に

な
っ
て
来
て
い
ま
し
た
が
、個
人
的
な
関

心
で
有
名
企
業
の
広
報
部
を
回
っ
て
、

各
社
の
取
り
組
み
を
聞
い
た
り
し
て
い

ま
し
た
。今
思
え
ば
こ
れ
が
私
の
取
材

活
動
の
ス
タ
ー
ト
で
す
ね
。

―
弁
論
部
で
活
躍
さ
れ
た
と
か

　

人
前
で
自
分
の
考
え
を
理
路
整
然
と

説
得
力
を
持
っ
て
話
し
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
は
社
会
に
出
て
か
ら
必
ず
役
立

つ
と
思
い
、ま
た
政
治
や
時
事
問
題
に

関
心
が
あ
っ
た
の
で
、か
つ
て
志
賀
直
哉

や
武
者
小
路
実
篤
が
名
を
連
ね
た
弁

論
部
に
入
部
し
ま
し
た
。活
動
は
、週

1
〜
2
回
、時
事
問
題
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
た
り
、専
門
家
を
招
い
て
の

講
演
会
を
開
い
た
り
し
ま
し
た
。ま
た
、

各
種
の
弁
論
大
会
が
あ
れ
ば
部
員
を

派
遣
し
て
、皆
で
応
援
に
駆
け
付
け
る

と
い
う
感
じ
で
す
ね
。私
も
、農
林
水
産

大
臣
杯
の
弁
論
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
は
就
職
活
動
で

は
役
に
立
ち
ま
し
た
ね
。た
だ
、今
で
も

原
稿
を
見
な
い
で
、筋
道
を
立
て
て
理

路
整
然
と
話
を
す
る
の
は
難
し
い
で
す

ね
。

―
い
つ
頃
か
ら
、マ
ス
コ
ミ
志
望
に

　

大
学
2
年
頃
か
ら
で
す
か
ね
。マ
ス

コ
ミ
で
働
い
て
い
た
方
か
ら
、「
名
刺
1

枚
で
世
の
中
の
ほ
と
ん
ど
の
人
と
会
え

る
。そ
こ
が
記
者
の
仕
事
の
最
大
の
魅

力
だ
よ
」と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。好
奇
心

旺
盛
な
方
で
し
た
の
で
、自
分
に
向
い
て

い
る
仕
事
か
な
と
関
心
を
持
ち
始
め
ま

し
た
。

―
N
H
K
入
社
試
験
の
様
子
を
聞
か

せ
て
下
さ
い

　

当
時
は
学
習
院
出
身
の
磯
村
尚
徳

さ
ん
が
ニ
ュ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
9
時
の
キ
ャ

ス
タ
ー
と
し
て
脚
光
を
浴
び
た
頃
で
し

た
の
で
、学
習
院
の
中
で
N
H
K
は
人

気
が
あ
り
ま
し
た
。大
学
の
成
績
も
大

事
で
し
た
の
で
3
年
生
の
時
は
か
な
り

勉
強
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。N
H
K

の
最
終
試
験
は
ス
タ
ジ
オ
で
の
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。私
は
弁

論
部
と
い
う
こ
と
で
司
会
役
に
指
名
さ

れ
ま
し
た
が
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
部

活
動
で
練
習
を
重
ね
て
い
ま
し
た
か
ら

論
点
を
集
約
し
て
各
自
の
主
張
を
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
N
H
K
に
入
局
後
、初
任
地
は
鳥
取

で
し
た

　

そ
う
で
す
。5
年
間
記
者
と
し
て
県

内
を
く
ま
な
く
取
材
す
る
と
、高
校
卒

業
ま
で
18
年
間
暮
ら
し
た
山
梨
よ
り
、

ず
っ
と
詳
し
く
な
り
ま
す
。日
本
で
一

番
、人
口
が
少
な
い
県
で
す
か
ら
、事
件

事
故
か
ら
、行
政
ま
で
あ
ら
ゆ
る
分
野

を
取
材
で
き
た
こ
と
は
そ
の
後
の
経
験

に
役
立
ち
ま
し
た
。2
年
目
の
年
末
に

山
陰
線
の
余
部
鉄
橋
か
ら
列
車
が
強
風

に
あ
お
ら
れ
転
落
。鉄
橋
の
下
に
あ
っ
た

カ
ニ
工
場
を
直
撃
す
る
と
い
う
大
事
故

が
起
き
ま
し
た
。車
掌
や
工
場
の
従
業

員
の
方
々
5
人
が
亡
く
な
る
悲
惨
な
事

故
で
し
た
が
新
聞
の
見
出
し
は「
列
車

が
空
か
ら
降
っ
て
き
た
」。世
の
中
に
は

想
定
外
の
こ
と
が
起
き
る
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。

―
鳥
取
放
送
局
時
代
か
ら
ス
ク
ー
プ

を
た
く
さ
ん
挙
げ
ら
れ
た
と

　

取
材
し
て
、知
ら
れ
て
い
な
い
事
実

を
掘
り
起
こ
す
こ
と
が
好
き
で
し
た
か

ら
、仕
事
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。だ
か
ら
、

朝
か
ら
晩
ま
で
取
材
の
ネ
タ
の
こ
と
を
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考
え
て
い
ま
し
た
。記
憶
に
残
っ
て
い
る

の
は
、鳥
取
市
内
で
車
を
運
転
し
て
い

る
と
き
に
、夏
に
な
る
と
街
路
樹
の
葉

が
繁
っ
て
来
て
道
路
標
識
が
隠
れ
て
し

ま
う
こ
と
に
気
づ
き
、市
内
で
同
様
の

ケ
ー
ス
が
な
い
か
足
を
使
っ
て
調
べ
上

げ
特
集
で
リ
ポ
ー
ト
し
た
こ
と
で
す
。こ

の
報
道
を
受
け
て
行
政
が
動
き
、標
識

を
ド
ラ
イ
バ
ー
が
見
や
す
い
場
所
に
動

か
し
ま
し
た
。普
段
の
気
づ
き
と
い
う
の

が
大
切
だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
。

―
5
年
後
に
東
京
に
戻
る
と
以
後
は

ず
っ
と
政
治
部
一
筋
で
す
ね

　

政
治
記
者
は
政
治
家
と
の
一
対
一
の

取
材
で
ど
れ
だ
け
成
果
が
得
ら
れ
る

か
、言
葉
を
変
え
る
と
信
頼
さ
れ
て
本

音
の
話
が
聞
け
る
か
に
尽
き
ま
す
。政

治
家
は
毎
日
多
く
の
人
と
会
い
、選
挙

に
な
れ
ば
10
万
人
以
上
の
有
権
者
に

自
分
の
名
前
を
書
か
せ
る
わ
け
で
す
か

ら
、少
し
話
せ
ば
記
者
の
人
間
性
、人
間

力
を
見
極
め
ら
れ
て
し
ま
う
。幅
広
く

勉
強
し
て
こ
ち
ら
も
引
き
出
し
を
多
く

持
っ
て
人
間
力
を
高
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。た
だ
、お
互
い
の
相
性
も
あ
る
の

で
、運
も
大
き
く
左
右
す
る
と
思
い
ま

す
。

―
東
日
本
大
震
災
時
は
い
ち
早
く
ス
タ

ジ
オ
に
駆
け
込
ん
だ
と

　

発
災
し
た
2
0
1
1
年
3
月
11
日
、

N
H
K
は
国

会
中
継
を
放

送
し
て
い
ま
し

た
。大
き
な
揺

れ
を
感
じ
て
、

ス
タ
ジ
オ
に

飛
び
込
み
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の

隣
に
座
っ
て
、

ニ
ュ
ー
ス
の
編

集
責
任
者
と

や
り
と
り
し
ま

し
た
。ス
タ
ジ

オ
が
大
き
く

揺
れ
て
天
井
の

照
明
が
落
ち

て
き
そ
う
な

状
況
で
し
た

が
、国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
公
共

メ
デ
ィ
ア
の
使
命
を
果
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
、必
死
に
放
送
を
出
し
続

け
ま
し
た
。愛
宕
の
放
送
博
物
館
の
東

日
本
大
震
災
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
発
災
時

か
ら
90
分
間
の
放
送
を
か
い
つ
ま
ん
で

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
流
し
て
い
ま
す
が
、

私
の
声
も
入
っ
て
い
ま
す
。

 

―
2
0
1
2

年
に
政
治
部

長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た

　

政
治
部
長

に
な
っ
た
時

は
民
主
党
政

権
で
野
田
佳

彦
首
相
の
時
。

野
田
首
相
は

2
0
1
2
年

11
月
14
日
の

野
党
自
民
党

の
安
倍
総
裁

と
の
党
首
討

論
で
衆
議
院

の
解
散
を
表

明
し
ま
す
。

N
H
K
は
党
首
討
論
を
中
継
し
て
い
ま

し
た
が
、前
日
の
夜
か
ら
野
田
首
相
が

解
散
を
表
明
す
る
可
能
性
が
高
い
と
の

情
報
を
掴
ん
で
い
た
の
で
、報
道
体
制

を
強
化
し
て
準
備
し
て
い
ま
し
た
。そ
の

た
め
解
散
表
明
後
も
直
ぐ
に
放
送
時
間

を
延
長
し
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。正
確
な
情
報
を
い
ち
早
く
入
手
し

て
、そ
れ
を
確
実
に
放
送
に
つ
な
げ
て
い

く
達
成
感
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

―
2
0
1
7
年
に
報
道
局
長
に

　

平
成
の
天
皇
の
生
前
退
位
と
い
う
大

き
な
動
き
が
あ
り
、2
0
1
9
年
4
月

30
日
に
平
成
の
天
皇
が
退
位
さ
れ
、翌

5
月
1
日
に
新
天
皇
が
即
位
さ
れ
ま
し

た
。憲
政
史
上
初
め
て
行
わ
れ
た
退
位

で
あ
り
、国
会
で
の
皇
室
典
範
の
改
正

論
議
や
一
連
の
儀
式
、新
し
い
元
号
の
発

表
な
ど
を
中
継
し
ま
し
た
。小
さ
な
ミ

ス
1
つ
も
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
の

で
、緊
張
感
を
持
っ
て
放
送
に
臨
み
ま
し

た
。

―
N
H
K
の
選
挙
報
道
に
は
定
評
が
あ

り
ま
す
が
、ど
ん
な
改
革
を

　

民
主
主
義
の
根
幹
で
あ
る
選
挙
の
結

果
を
い
ち
早
く
視
聴
者
・
国
民
に
伝
え

る
の
は
公
共
メ
デ
ィ
ア
N
H
K
の
使
命

と
考
え
て
い
ま
す
。私
が
担
当
し
た
時

は
、出
口
調
査
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

調
査
地
点
や
調
査
時
間
を
増
や
し
た
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り
、統
計
的
手
法
に
基
づ
い
た
サ
ン
プ

リ
ン
グ
を
充
実
さ
せ
た
り
し
ま
し
た
。

今
で
は
開
票
開
始
と
同
時
に「
当
確
」が

出
た
り
し
ま
す
が
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
基

礎
を
築
く
こ
と
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。

―
2
0
2
0
年
に
理
事
、22
年
に
専
務

理
事
に
就
任
さ
れ
ま
す

　

最
初
は
報
道
担
当
で
し
た
か
ら
、コ

ロ
ナ
の
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ

に
よ
っ
て
、取
材
方
法
も
大
き
く
変
化

し
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
取
材
で

す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、日
本
に
い
て
も
世

界
各
地
に
直
接
取
材
が
で
き
ま
す
。い

わ
ば
、記
者
全
員
が
特
派
員
に
な
る
こ

と
も
可
能
で
す
。I
T
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
進
化
に
よ
り
放
送
の
世
界
も
変
わ

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

今
は
経
営
企
画
を
担
当
し
て
い
ま
す

が
、こ
の
国
会
で
放
送
法
が
改
正
さ
れ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
番
組
な
ど

の
提
供
が
N
H
K
の
必
須
業
務
と
な
り

ま
し
た
。N
H
K
に
と
っ
て
は
、歴
史
的

な
転
換
点
で
す
。ネ
ッ
ト
は
日
々
の
生

活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、ア
テ
ン
シ
ョ
ン
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
横
行

し
、偽
情
報
・
誤
情
報
が
ま
ん
延
し
て
お

り
、人
々
の
価
値
観
を
ゆ
が
ま
せ
て
い

る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
す
。N
H
K

と
し
て
は
、ネ
ッ
ト
の
世
界
に
正
確
で
信

頼
性
の
高
い
情
報
を
提
供
し
、情
報
の

隔
た
り
偏
り
を
是
正
し
て
情
報
空
間
の

健
全
性
を
確
保
す
る
役
割
を
果
た
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

―
30
年
間
日

本
の
政
治
中

枢
を
見
続
け

て
き
た
感
想

を
　

30
年
間
の

感
想
を
ひ
と
こ

と
で
ま
と
め
る

の
は
難
し
い
で

す
が「
政
治
中

枢
」と
い
う
お
尋
ね
な
の
で
、最
も
重
要

な
役
割
で
あ
る「
政
策
決
定
」に
つ
い
て

少
し
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

政
策
の
多
く
は
総
論
賛
成
各
論
反

対
で
す
。そ
の
際
に
議
論
を
尽
く
す「
熟

議
」を
選
ぶ
リ
ー
ダ
ー
と「
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
」の
リ
ー
ダ
ー
が
存
在
し
ま
す
。「
熟

議
」の
リ
ー
ダ
ー
は
議
論
を
重
ね
内
容

が
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
、支
持
が
広

が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。上
手
く

い
け
ば
丁
寧
な
手
法
と
評
価
さ
れ
る
わ

け
で
す
が
、一
方
で
結
論
を
得
ら
れ
な

け
れ
ば「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
な
い
」と

厳
し
い
評
価
に
も
な
り
ま
す
。対
し
て
、

「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
」型
の
リ
ー
ダ
ー
は
、

国
民
の
支
持
が
得
ら
れ
る
政
策
を
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に

ま
と
め
て
い
る

う
ち
は「
決
め

る
政
治
」と
評

価
さ
れ
ま
す

が
、政
策
自
体

に
納
得
感
が

な
け
れ
ば
独

断
専
行
と
批

判
さ
れ
ま
す
。

経
営
者
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、ど
ち
ら
が
い
い
か
の
答

え
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。敢
え
て

言
え
ば
、リ
ー
ダ
ー
と
し
て
は
い
ず
れ
の

手
法
も
使
え
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
入
局
し
た
の
は
昭
和
60
年
。現

在
ま
で
に
総
理
大
臣
と
な
っ
た
人
は
20

人
で
す
。

　

政
権
を
長
く
担
当
し
た
総
理
大
臣

の
多
く
は
、「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
」の
手
法

を
効
果
的
に
使
っ
て
い
た
感
じ
が
し
ま

す
。も
ち
ろ
ん
そ
れ
が
で
き
る
の
は
、国

民
の
一
定
程
度
の
支
持
が
前
提
で
す
が
。

た
だ
、総
理
大
臣
に
ま
で
上
り
詰
め
る

人
に
は
、人
間
的
に
突
出
し
た「
能
力
」

や「
魅
力
」が
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
し

て
突
出
し
た「
パ
ワ
ー
」が
あ
る
。総
理

大
臣
に
1
日
密
着
す
る
と
、そ
の
凄
ま

じ
い
忙
し
さ
や
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
の
重

さ
が
わ
か
る
。多
く
の
人
に
囲
ま
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
が
孤
独
な
場
面
も
多

い
。並
大
抵
の
人
間
で
は
務
ま
ら
な
い

と
思
う
。一
方
、集
会
や
会
合
で
は
話
題

も
豊
富
で
話
が
上
手
。人
を
惹
き
付
け

る
何
か
が
あ
る
と
感
心
し
ま
し
た
。も

ち
ろ
ん
批
判
を
受
け
て
も
や
む
を
得
な

い
と
い
う
リ
ー
ダ
ー
も
い
た
の
で
、一
概

に
評
価
は
で
き
ま
せ
ん
が
、政
治
と
い

う
世
界
で
な
く
て
も
活
躍
す
る
だ
ろ
う

と
い
う
方
ば
か
り
で
し
た
。

―
18
歳
ま
で
育
っ
た
山
梨
県
や
山
梨
の

風
土
に
つ
い
て

　

生
ま
れ
育
っ
た
甲
府
盆
地
か
ら
は
、

小池英夫氏に聞く
Linkage Interview
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南
に
は
富
士
山
、西
に
は
南
ア
ル
プ
ス
、

北
に
は
八
ヶ
岳
な
ど
美
し
い
山
々
が
見

渡
せ
ま
し
た
。ぶ
ど
う
畑
が
広
が
り
、季

節
ご
と
に
葉
が
色
づ
く
、都
市
と
自
然

が
一
体
化
し
た
山
梨
県
の
環
境
は
、心

象
風
景
と
し
て
心
に
焼
き
付
い
て
い
ま

す
。雄
大
な
山
々
を
見
て
い
る
と
、「
や
っ

て
や
ろ
う
」と
い
う
気
が
起
き
て
き
ま

す
。甲
州
商
人
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
山

梨
か
ら
起
業
家
が
多
く
出
る
の
は
、そ

れ
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ま

た
、山
梨
を
離
れ
て
か
ら
は
、多
く
の
場

所
か
ら
富
士
山
を
眺
め
ら
れ
る「
ぜ
い

た
く
さ
」を
感
じ
ま
す
ね
。

―
そ
の
山
梨
の
風
土
は
こ
れ
ま
で
の
生

き
方
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
か

　

山
梨
で
は
、甲
府
市
な
ど
の
都
市
部

で
あ
っ
て
も
、近
所
や
親
戚
で
声
を
掛
け

合
い
、助
け
合
う
風
土
が
根
付
い
て
い

ま
し
た
。そ
う
し
た
中
で
、人
と
人
と
の

絆
や
、出
会
っ
た
縁
を
大
切
に
す
る
姿

勢
を
学
び
ま
し
た
。県
外
に
出
た
山
梨

出
身
者
の
つ
な
が
り
の
深
さ
は
、ほ
か
の

県
出
身
者
よ
り
も
強
い
と
感
じ
ま
す
。

山
梨
在
住
者
も
、県
外
に
出
た
人
も
、

山
梨
県
出
身
者
の〝
山
梨
愛
〟は
ほ
か

の
地
域
以
上
に
強
い
の
で
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。ま
た
、豊
か
な
自
然
の
中
で
、

の
び
の
び
と
育
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、小

さ
な
こ
と
に
動
じ
な
い
面
も
身
に
つ
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
人
口
減
少
時
代
の
山
梨
は
こ
れ
か
ら

ど
う
あ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か

　

東
京
に
住
ん
で
い
る
と
、改
め
て
山

梨
県
の
魅
力
に
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、富
士
五
湖
や
八
ヶ
岳
山
麓
な
ど

の
観
光
地
、果
物
や
甲
州
ワ
イ
ン
な
ど

の
特
産
品
は
、山
梨
県
の
人
た
ち
が
想

像
す
る
以
上
に
魅
力
的
で
、日
本
国
内

や
世
界
か
ら
憧
れ
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。こ
う
し
た
資
源
を
生

か
す
方
策
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。山
梨
県
は「
移
住

希
望
地
」の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
常
に
上
位

に
入
る
、人
気
の
高
い
場
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。受
け
入
れ
強
化
な
ど
移
住
者
を

増
や
す
政
策
は
大
切
で
す
。そ
の
上
で
、

移
住
者
に
ど
う
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し

て
も
ら
う
か
、そ
し
て
長
く
定
住
で
き

る
よ
う
、「
人
と
の
つ
な
が
り
」を
ど
う

創
出
し
て
い
け
る
の
か
な
ど
ソ
フ
ト
面

で
の
対
策
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。山
梨
県
は
、甲
府
市
中
心
部
の

空
洞
化
、郊
外
の
再
開
発
な
ど
の
都
市

部
が
抱
え
る
問
題
、過
疎
や
高
齢
化
な

ど
の
地
方
が
抱
え
る
問
題
が
と
も
に
存

在
し
ま
す
。さ
ら
に
、例
え
ば
富
士
五
湖

周
辺
で
は
、外
国
人
観
光
客
が
押
し
寄

せ
、「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
問
題
が

深
刻
化
す
る
な
ど
、「
課
題
先
進
的
」な

県
だ
と
も
言
え
ま
す
。こ
う
し
た
課
題

に
、山
梨
県
が
問
題
解
決
の
道
筋
を
示

す
こ
と
は
、日
本
全
国
で
同
じ
悩
み
を

抱
え
る
自
治
体
へ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

―
山
梨
県
人
と
山
梨
の
若
者
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を

　

山
梨
県
の
人
た
ち
は
、古
く
か
ら
、平

坦
地
が
少
な
く
農
耕
地
が
限
ら
れ
る
中

で
、ど
う
産
業
を
発
展
さ
せ
、生
き
抜
い

て
い
く
か
工
夫
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
結
果
、ぶ
ど
う
や
も
も
な
ど

の
果
物
、甲
州
ワ
イ
ン
な
ど
付
加
価
値

の
高
い
製
品
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、日
本

全
国
、世
界
に
届
け
る
な
ど
、知
恵
と
努

力
を
実
ら
せ
て
き
ま
し
た
。甲
州
人
の

特
徴
は「
諦
め
な
い
粘
り
強
さ
」そ
し
て

「
外
に
開
か
れ
た
視
点
」で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。国
際
環
境
も
急
激
な
変

化
を
続
け
、政
治
・
経
済
と
も
に
先
行
き

が
不
透
明
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。こ
ん
な

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、山
梨
県
人
の
柔
軟

で
力
強
い
発
想
が
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。特
に
、若
い
人
に
は
、

山
梨
を
囲
む
山
々
の
峰
の
向
こ
う
側
に

広
が
る
世
界
と
ど
う
渡
り
合
う
の
か
、

大
き
な
夢
を
持
ち
、諦
め
な
い
気
持
ち

を
大
切
に
し
て
、人
生
を
実
り
多
い
も

の
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

略　歴　小池 英夫 （こいけ ひでお）
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シ
ー
ズ
ン
途
中
に
加
入
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
選
手
。ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
中

盤
で
、持
ち
前
の
運
動
量
や
献
身
的
な
プ
レ
ー
で
チ
ー
ム
を
支
え
る
。

　
過
去
に
は
J
1
で
も
活
躍
し
た
実
績
が
あ
り
、試
合
に
出
場
し
な
が

ら
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
向
上
に
励
ん
で
い
る
。ま
た
、温
厚
な
性
格
で
人

間
性
も
素
晴
ら
し
く
、日
本
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
を
忘
れ
な
い
人
格
者
で

あ
る
。

「
県
人
会
の
皆
様
へ
」

　
皆
様
、初
め
ま
し
て
。ヘ
ナ
ト
ア
ウ
グ
ス
ト
で
す
。

　
私
は
、こ
の
ク
ラ
ブ
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
、と
て
も
幸
せ
で
す
。

　
日
本
で
の
生
活
も
長
く
な
り
ま
し
た
が
、日
本
人
の
素
晴
ら
し
さ
、

山
梨
の
環
境
、ど
れ
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。残
り
の
シ
ー
ズ
ン
も
チ
ー

ム
の
勝
利
に
貢
献
す
る
為
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　
専
修
大
学
よ
り
加
入
し
た
ル
ー
キ
ー
の
村
上
選
手
。

　
高
校
時
代
は
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
の
下
部
組
織
に
所
属
し
、全
国
大
会
で

得
点
王
に
も
輝
い
て
い
る
。素
早
い
動
き
出
し
か
ら
ゴ
ー
ル
を
狙
う
攻
撃
的
な

選
手
。能
力
は
高
く
、リ
ー
グ
後
半
戦
で
は
困
難
を
乗
り
越
え
チ
ャ
ン
ス
を
モ

ノ
に
し
、一
気
に
ブ
レ
イ
ク
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
選
手
。。

「
県
人
会
の
皆
様
へ
」

　
県
人
会
の
み
な
さ
ま
、初
め
ま
し
て
。村
上
千
歩
で
す
。い
つ
も
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
か
ら
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
を
応
援
し
て
下
さ
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
甲
府
で
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、多
く
の
事
を
学
び

な
が
ら
、山
梨
に
関
わ
る
方
に
喜
び
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
自
覚
を
持
っ
て

日
々
を
過
ご
し
て
い
き
ま
す
。

　
真
面
目
に
ひ
た
む
き
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
応

援
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
J
1
磐
田
よ
り
加
入
し
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
出
身
の
J
リ
ー
ガ
ー
。

　
強
靭
な
肉
体
を
武
器
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
プ
レ
ー
を
披
露
し
て
く
れ

る
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
。

　
チ
ー
ム
浮
上
の
為
に
は
彼
の
ゴ
ー
ル
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
ピ
ッ
チ
外
で
は
積
極
的
に
日
本
語
を
使
い
、多
く
の
選
手
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
お
り
、と
て
も
陽
気
な
性
格
で
あ
る
。

「
県
人
会
の
皆
様
へ
」

　
は
じ
め
ま
し
て
、フ
ァ
ビ
ア
ン
ゴ
ン
ザ
レ
ス
で
す
。

　
い
つ
も
熱
い
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
、ス
ト
ラ
イ
カ
ー
と
し
て
も
っ
と
多
く
の
ゴ
ー
ル
を
決
め
、チ
ー

ム
の
勝
利
に
貢
献
し
た
い
で
す
。

　
山
梨
に
ゆ
か
り
の
あ
る
皆
様
に
良
い
結
果
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
の
で
、こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　
J
1
サ
ガ
ン
鳥
栖
か
ら
完
全
移
籍
で
甲
府
に
加
入
し
た
孫
選
手
。

1
8
7
セ
ン
チ
と
身
長
が
高
く
、守
備
の
選
手
と
し
て
空
中
戦
の
強

さ
、正
確
な
ロ
ン
グ
フ
ィ
ー
ド
で
攻
撃
の
起
点
と
な
る
。

ま
ず
は
怪
我
を
克
服
し
、チ
ー
ム
の
中
心
選
手
と
し
て
期
待
が
か
か

る
。

「
県
人
会
の
皆
様
へ
」

　
県
人
会
の
皆
様
、今
シ
ー
ズ
ン
よ
り
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
に
加
入

し
ま
し
た
孫
で
す
。

　
甲
府
で
結
果
を
出
し
、チ
ー
ム
と
し
て
も
個
人
的
に
も
飛
躍
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
日
本
全
国
で
試
合
は
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お

越
し
い
た
だ
き
、一
緒
に
戦
っ
て
く
だ
さ
い
！

　
応
援
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

ヘ
ナ
ト 

ア
ウ
グ
ス
ト 

選
手

Fabian Andres Gonzalez Lasso[FABIAN GONZALEZ]

Taiga SO
N

Yukito M
U

RAK
AM

I

Renato Augusto Santos Junior[RENATO AUGUSTO]

村
上 

千
歩 

選
手

フ
ァ
ビ
ア
ン 

ゴ
ン
ザ
レ
ス 

選
手

孫 

大
河 

選
手

基本データ

氏　名 Adailton Dos Santos Da Silva
[ADAILTON]（アダイウトン） 背番号 13 ポジション FW

身　長 175cm 体　重 70kg 利き足 右
誕生日 2001/5/28 血液型 A型 出身地 熊本県
経　歴
FC ESPACIO 熊本 - FC.CONQUESTA - 名古屋グランパスU-18 - 専修
大
甲府在籍年数 2年目（ＪＦＡ・Ｊリーグ特別指定選手として2023年登録）

基本データ

氏　名 Renato Augusto Santos Junior
[RENATO AUGUSTO]（ヘナト アウグスト） 背番号 21 ポジション MF

身　長 185cm 体　重 81kg 利き足 右
誕生日 1992/1/29 血液型 出身地 ブラジル
経　歴
SEパルメイラス[ブラジル] - モレイレンセFC[ポルトガル]※SEパルメイラスからの期限付き移籍 - SEパルメイラス[ブラジル] - ジョインヴィレEC[ブラジル]※SEパルメイラスからの期
限付き移籍 - AAポンチ・プレッタ[ブラジル]※SEパルメイラスからの期限付き移籍 - フィゲイレンセFC[ブラジル]※SEパルメイラスからの期限付き移籍 - SEパルメイラス[ブラジル] - 
ECサント・アンドレ[ブラジル]※SEパルメイラスからの期限付き移籍 - パイサンドゥSC[ブラジル]※SEパルメイラスからの期限付き移籍 - SEパルメイラス[ブラジル] - 清水エスパルス

甲府在籍年数 1年目

基本データ

氏　名 Fabian Andres Gonzalez Lasso
[FABIAN GONZALEZ]（ファビアン ゴンザレス） 背番号 11 ポジション FW

身　長 187cm 体　重 80kg 利き足 右
誕生日 1992/11/23 血液型 出身地 コロンビア
経　歴
デポルティーボ・パスト[コロンビア] - ラ・エキダ[コロンビア] - スポーツアンカシュ[ペルー] - アヤクーチョFC[ペルー] - 
アカデミア・カントラオ[ペルー] - ミジョナリオスFC[コロンビア] - アトレティコ・ナシオナル[コロンビア] - ジュビロ磐田
甲府在籍年数 1年目

基本データ

氏　名 孫 大河
（ソン タイガ） 背番号 3 ポジション DF

身　長 187cm 体　重 78kg 利き足 左
誕生日 1999/6/13 血液型 B型 出身地 東京都
経　歴
FCトリプレッタJrユース - 正智深谷高 - 立正大 - サガン鳥栖 - ツエーゲン
金沢
甲府在籍年数 1年目

11FW 3DF

13FW 21MF

リ
ー
グ
戦
も
前
半
戦
が
終
了
。1
つ
で
も
上
を
目
指
し
、J
1
昇
格
の
可
能
性
を
手
繰
り
寄
せ
ら
れ
る
か
。

リ
ー
グ
前
半
戦
は
、多
く
の
怪
我
人
も
出
て
お
り
、苦
し
い
台
所
事
情
と
な
っ
た
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
。後
半
戦
で
巻
き
返
し
、J
1
昇
格
へ
の
可
能
性
を
見

出
し
て
い
き
た
い
。今
季
よ
り
チ
ー
ム
に
加
わ
っ
た
選
手
を
中
心
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
て
い
く
。
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自
己
紹
介

　

私
は
美
容
専
門
学
校
を
卒
業
後
、

美
容
師
資
格
を
取
得
し
、美
容
師
と
し

て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、美
容
院
で

サ
ロ
ン
専
売
品
と
し
て
扱
っ
て
い
る
化

粧
品
が
一
般
市
場
や
ネ
ッ
ト
販
売
で
サ

ロ
ン
価
格
よ
り
も
安
く
流
通
し
て
い

る
事
に
疑
問
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
サ
ロ
ン
品

質
の
ヘ
ア
ケ
ア
商
品
を
専
売
品
と
い
う

枠
に
と
ら
わ
れ
る
事
な
く
、も
っ
と
身

近
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
想
い
、ヘ

ア
ケ
ア
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、化
粧

品
市
場
へ
参
入
し
ま
し
た
。

　

化
粧
品
市
場
へ
参
入
後
、品
質
と
価

格
の
バ
ラ
ン
ス
や
定
期
便
の
仕
組
み
な

ど
に
さ
ら
な
る
課
題
を
感
じ
、ブ
ラ
ン

ド
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
こ
だ
わ
ら
な
け
れ

ば
高
品
質
な
化
粧
品
を
も
っ
と
身
近

な
も
の
に
で
き
る
と
考
え
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
化
粧
品
事
業
の
立
ち
上
げ
を
決
意
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
化
粧
品
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

コ
ス
メ
の
商
標
を
取
得
し
、2
0
2
1

年
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
化
粧
品
株
式
会
社

を
創
業
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
高
品
質
な
ス
キ
ン
ケ
ア
商

品
を
低
価
格
で
届
け
る
定
期
便
や

O
E
M
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

 

現
在
の
企
業
内
容

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
化
粧
品
と
は
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
と
い
う
ワ
ー
ド
を
化
粧
品
の
世

界
に
落
と
し
込
ん
だ
日
本
初
の
コ
ス

メ
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。

　
「
高
品
質
な
化
粧
品
は
高
価
な
品

が
多
く
、な
か
な
か
手
が
出
し
づ
ら

い
、毎
月
継
続
し
て
利
用
す
る
の
は
難

し
い
」と
い
う
顧
客
の
声
を
解
決
す
る

た
め
に
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
化
粧
品
株
式

会
社
で
は「
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の

高
品
質
な
化
粧
品
を
民
主
化
す
る
」と

い
う
理
念
を
掲
げ
、高
品
質
か
つ
低
価

格
な
化
粧
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
百
貨
店
な
ど
で
販
売
さ
れ

て
い
る
化
粧
品
の
価
格
が
5
万
円
程

度
の
場
合
に
弊
社
で
は
10
分
の
1
程

度
の
価
格
で
提
供
す
る
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。（
定
期
便
を
ご
利
用
い

た
だ
い
た
場
合
の
価
格
）

　

化
粧
品
市
場
で
は
広
告
費
が
高
騰

し
て
お
り
、商
品
を
売
る
た
め
の
広
告

合
戦
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、そ
の
よ
う
な
広
告
費
や

パ
ッ
ケ
ー
ジ
費
用
は
商
品
代
金
に
含

ま
れ
て
い
て
、最
終
的
に
は
お
客
様
が

負
担
し
て
い
る
と
い
う
事
に
な
り
ま

す
。

　

商
品
を
売
る
た
め
に
広
告
費
を
ど

れ
だ
け
使
え
る
の
か
と
い
う
企
業
目

線
の
戦
略
で
は
高
品
質
な
化
粧
品
を

低
価
格
で
提
供
す
る
事
は
難
し
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

定
期
便
で
は
L
T
V（
ラ
イ
フ
タ
イ

ム
バ
リ
ュ
ー
）を
最
大
化
さ
せ
る
た
め

ジェネリック化粧品 株式会社  代表取締役 新津 和也 氏

❼
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の
戦
略
に
重
点
を
置
き
、商
品
に
重
点

を
置
い
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、お

客
様
目
線
で
は
な
く
、企
業
目
線
で

事
業
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
、初
回

〇
〇
〇
円
な
ど
に
惹
か
れ
て
購
入
し

た
が
、2
回
目
以
降
に
高
額
な
請
求
が

来
た
り
、購
入
回
数
の
縛
り
や
解
約
が

で
き
な
い
な
ど
の
理
由
で
あ
ま
り
良
い

イ
メ
ー
ジ
が
な
い
こ
と
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
化
粧
品
事
業

者
が
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、一
部
の

事
業
者
で
は
上
記
の
よ
う
な
設
計
で

事
業
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

私
た
ち
は
続
け
る
程
に

お
得
に
な
る「
2
回
目
以
降

ず
っ
と
半
額
の
定
期
便
」と

い
う
サ
ー
ビ
ス
に
挑
戦
し
て

お
り
、さ
ら
に
は「
い
つ
で
も

解
約
可
能
」「
ま
だ
商
品
が

残
っ
て
い
る
場
合
は
ス
キ
ッ

プ
可
能（
連
続
3
回
ま
で
）」

「
次
回
の
注
文
前
に
商
品

が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
は
追
加
注
文
可
」な
ど
の

お
客
様
優
位
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

必
要
な
商
品
を
必
要
な
時
に
届
け

る
定
期
購
入
本
来
の
安
心
感
や
正
当

性
を
提
起
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、自

然
と
L
T
V
が
最
大
化
す
る
よ
う
な

商
品
開
発
に
重
点
を
置
き
、流
行
で
は

な
く
、浸
透
を
目
指
し
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

 

今
後
の
事
業
展
開

　

2
0
2
4
年
2
月
に
は

Y
o
u
T
u
b
e「
通
販
版
令
和
の

虎
」に
出
演
し
、は
じ
め
て
た
く
さ
ん

の
方
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
化
粧
品
を
認
知

し
て
い
た
だ
き
、4
︐5
0
0
件
以
上

の
お
申
込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

月
次
継
続
率
も
予
想
を
上
回
る

90
％
以
上
と
い
う
高
い
数
値
を
維
持

し
て
お
り
ま
す
。（
2
0
2
4
年
5
月

末
時
点
）

　

私
た
ち
は
化
粧
品
市
場
に
は
た
く

さ
ん
の
課
題
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。高
品
質
な
化
粧
品
を
低
価
格
で

提
供
す
る
と
い
う
私
た
ち
の
ビ
ジ
ョ
ン

は
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
簡
単
な
事
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す

が
、こ
の
市
場
に
お
い
て
は
と
て
も
難

し
い
こ
と
で
そ
こ
に
全
力
で
挑
戦
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

化
粧
品
と
い
う
私
た
ち
に
し
か
で
き

な
い
事
業
で
、手
に
と
っ
て
い
た
だ
い

た
方
々
に
末
永
く
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
な
、日
本
で
い
ち
ば
ん
消
費
者

志
向
の
高
い
コ
ス
メ
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指

し
ま
す
。

　

そ
し
て
世
界
中
に
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ

パ
ン
の
高
品
質
な
化
粧
品
を
普
及
す

る
事
を
目
指
し
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

会社概要
社　　名：ジェネリック化粧品 株式会社
設　　立：2021年8月2日
代表取締役：新津 和也
資 本 金：9,000,000円
本　　社：山梨県甲府市国母4丁目3-40
東京支社：東京都中央区銀座2-12-12
　　　　　深山ビル2F
代表電話：055-269-5830
事業内容
　・化粧品開発・製造・販売業
　・OEM事業
受賞歴
　●Mt.Fujiイノベーションキャンプ2021　
　・第2位（Class BOOST）・オキサイド賞
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ト
ピ
ッ
ク
ス
や
ま
な
し

︱ 

山
梨
県
の
施
策
に
つ
い
て
の
最
新
情
報
や
、選
り
す
ぐ
り
の
観
光
情
報
を
お
届
け
し
ま
す 

︱

　
七
月
一
日
か
ら
、富
士
山
吉
田
ル
ー
ト
の
登
山
シ
ー

ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。

　
山
梨
県
で
は
、こ
れ
と
併
せ
て
日
本
初
と
な
る
登

山
者
管
理
の
た
め
の
登
山
規
制
を
富
士
山
に
お
い
て

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　
新
し
い
ル
ー
ル
に
よ
り
、富
士
登
山
は
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。

◇
富
士
登
山
の
問
題

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
未
曾
有
の
事

態
が
収
束
し
、昨
年
の
富
士
山
へ
の
登
山
者
数
は
コ
ロ

ナ
以
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、富
士
山
が
抱
え
る
問
題
が
依
然
解
決

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。富
士

山
で
は
、山
頂
で
の
御
来
光
を
目
的
に
、深
夜
か
ら
明

け
方
の
時
間
帯
に
、多
く
の
登
山
者
が
頂
上
を
目
指
し

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、八
合
目
よ
り
上
の
登
山
道
や
山
頂
付
近

で
は
、登
山
者
同
士
が
密
に
な
り
、過
度
な
混
雑
や
渋

滞
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

　

登
山
者
が
将
棋
倒
し
に
な
る
な
ど
、一
歩
間
違
え
れ

ば
重
大
な
事
故
に
繋
が
り
か
ね
な
い
、大
変
危
険
な
状

態
に
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、弾
丸
登
山
も
大
き
な
問
題
の
一つ
で
す
。弾

丸
登
山
と
は
、山
小
屋
な
ど
で
宿
泊
や
休
憩
を
取
ら
ず

に
夜
間
一
気
に
山
頂
を
目
指
す
登
山
の
こ
と
で
す
。

　

富
士
山
は
、初
心
者
で
も
安
心
し
て
登
れ
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の

山
で
あ
り
、高
山
病
に
か
か
る
登
山
者
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、標
高
差
に
十
分
体
を

慣
ら
す
こ
と（
高
度
順
応
）が
必
要
で
す
が
、弾
丸
登
山

で
は
こ
う
し
た
高
度
順
応
が
十
分
で
な
い
こ
と
が
多

く
、山
小
屋
の
宿
泊
者
と
比
べ
、高
山
病
に
か
か
る
リ

ス
ク
は
高
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、富
士
山
の
山
頂
付
近
は
、真
夏
で
も
氷
点
下

[写真] 富士山レンジャー提供

変
わ
る
富
士
登
山
～
さ
ら
な
る
安
全
登
山
を
目
指
し
て
～
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トピックスやまなし
近
く
ま
で
気
温
が
下
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、弾
丸

登
山
に
よ
る
睡
眠
不
足
や
体
力
の
低
下
の
影
響
か
ら

低
体
温
症
に
な
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、山
梨
県
で
は
こ
れ
ま
で
弾
丸
登
山
を
行

わ
な
い
よ
う
、登
山
者
へ
繰
り
返
し
呼
び
か
け
て
き
ま

し
た
が
、残
念
な
が
ら
こ
う
し
た
登
山
が
な
く
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昨
年
は
、コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
初
め
て
の
登
山
シ
ー

ズ
ン
で
あ
り
、富
士
登
山
に
世
間
の
関
心
が
集
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

　

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
富
士
登
山
が
報
じ
ら
れ
ま
し

た
が
、一
部
の
登
山
者
に
よ
る
、軽
装
登
山
、登
山
道
で

の
寝
込
み
、た
き
火
と
い
っ
た
迷
惑
行
為
や
マ
ナ
ー
違

反
が
連
日
報
道
さ
れ
、安
全
で
安
心
な
富
士
登
山
の
イ

メ
ー
ジ
は
大
き
く
損
な
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、こ
う
し
た
問
題
を
抜
本
的
に
解
決
す
る

た
め
、今
年
の
三
月
に
条
例
を
制
定
し
、富
士
山
吉
田

ル
ー
ト
の
登
山
道
の
一
部
と
下
山
道
を
山
梨
県
の
施

設［
富
士
山
吉
田
口
県
有
登
下
山
道
］に
し
て
、登
山

規
制
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◇
新
し
い
富
士
登
山
ル
ー
ル

　

登
山
規
制
は
、我
が
国
で
は
前
例
が
な
い
取
り
組
み

で
あ
り
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
に
一
石
を
投
じ

る
も
の
で
す
。

（
１
）登
山
者
の
通
行
を
規
制

　

吉
田
ル
ー
ト
五
合
目
の
登
山
道
入
口
に
設
置
し
た

ゲ
ー
ト
に
お
い
て
、登
山
者
の
通
行
を
規
制
し
ま
す
。

次
の
場
合
に
ゲ
ー
ト
を
閉
鎖

・
午
後
４
時
か
ら
翌
午
前
３
時
の
間

・一
日
の
登
山
者
が
四
〇
〇
〇
人
を
超
え
た
場
合

※
い
ず
れ
の
場
合
も
、山
小
屋
の
宿
泊
者
は
除
く
。

（
２
）通
行
料
の
義
務
化

　

安
全
な
登
山
を
実
現
す
る
た
め
の

対
策
に
係
る
費
用
や
規
制
の
実
施
に

必
要
な
費
用
に
あ
て
る
た
め
、県
有
登

下
山
道
を
利
用
す
る
登
山
者
、一
人
・

一
回
あ
た
り
二
〇
〇
〇
円
の
通
行
料

を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
お
願
い
し
て
き
た
任
意
の

富
士
山
保
全
協
力
金（
一
〇
〇
〇
円
）

と
合
わ
せ
て
最
大
で
三
〇
〇
〇
円
の

ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

（
３
）通
行
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

富
士
登
山
を
さ
れ
る
方
が
、人
数
制
限
を
気
に
せ

ず
、安
心
し
て
登
山
計
画
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
、五
月

か
ら
通
行
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

事
前
に
通
行
料
や
協
力
金
を
決
済
す
る
こ
と
に
よ

り
、当
日
、受
付
で
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
な
く
、ス

ム
ー
ズ
に
登
山
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
富
士
登
山
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
サ
イ
ト
」か
ら
予

約
で
き
ま
す
の
で
、皆
様

の
積
極
的
な
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

 

　
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、今
年
で

十
一
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
山
梨
県
で
は
、引
き
続
き
富
士
登
山
の
安
全
対
策

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、世
界
文
化
遺
産
富
士
山
の

保
全
と
価
値
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

登山道での寝込み
[写真] 富士山レンジャー提供

予約システムの詳細は、
富士登山オフィシャル
サイトで確認してください。

登山道や山頂は登山者で溢れかえっている
[写真] 富士山レンジャー提供
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「Mt.FUJIヨガフェスティバル in YAMANASHI」
山梨県とインドとの交流促進！

　 国連が定めた6月21日の「国際ヨ
ガの日※」を前に、山梨県とインドの更
なる交流を推進するため、駐日インド
大使館と山梨県の共催により、ヨガ体
験イベントを開催しました。
※「国際ヨガの日」…ヨガの発祥地であるインドのナン
レドラ·モディ首相が、2014年に開催された国連総会
にて「ヨガは身体と精神、思考と行動を統一し、健康と
幸福にとって価値がある」と提案し、全会一致で承認さ
れたことで制定された。

　この日は、県内から約200人が集まり、よく
晴れた青空の下で富士山を眺めながら、本場
インドのヨガ講師の手本や解説に続いて、リ
ラックスできる呼吸法や、首や腰の痛みに効
果のあるポーズをとるなど、約1時間ヨガを楽
しみました。
　多くの参加者から「自然を感じながらカラダ
を動かせて清々しい気持ち。今日教わったこ
とを家でもやってみたい」という声をお寄せいただくなど、存分に堪能していただいた様子が
うかがえ、会場は笑顔に包まれました。
　式典では、インドのシビ·ジョージ駐日大使が、「富士山の麓でイベントを開催できることを嬉

しく思う。インドと日本の人と人とのつながりは、ヨガを通じて
よりスタンダードになる」などと挨拶。
　インド発祥のヨガには、「つながり」という意味があり、まさに
今回のヨガイベントが山梨県とインドとのつながりを一層深
める契機となり、同国との新たな協力関係を構築するべく、今
後更なる交流促進に向けて取り組みを進めて参ります。

【イベント概要】
日　　時：令和6年5月18日（土） 9:00~10:30
場　　所：ホテルマウント富士（山中湖村山中1360-83）
主 催 者：駐日インド大使館/山梨県　
特別協力：富士急行株式会社
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Tokyo Tokyo Delicious Museumに県内シェフが出店
　5月下旬、東京都 / Tokyo Tokyo Delicious Museum 2024実行委員会が主
催の「食」イベントに、本県と東京都との産業連携の一環として「やまなし美食コン
ソーシアム」構成員である豊島雅也シェフが出店しました（R6,5月末現在）。
　開催3年目となる今年は、25店舗以上のブースにおいて、様々なジャンルのメ
ニューが用意され、3日間で約6.4万人のお客様が来場されました。
　豊島シェフのブースでは、「ジビエプレート」、「ジビエタコス」、「鹿肉ソーセー
ジ」等のジビエ料理が提供され、「食」を通じて山梨県の魅力を多くのお客様に発
信しました。
【概要】開催日時：令和6年5月17日（金）~19（日）
　　　　開催場所：有明·シンボルプロムナード公園内（東京ビッグサイト前）

ソムリエ等による南部茶の視察
　5月上旬、山梨で開業を予定しているソムリエ・シェフ、都内の
オーベルジュスタッフによる南部茶の視察が行われました。
　視察では、一番茶の茶摘み体験、お茶の加工場見学、お茶の
試飲などが行われ、南部茶の魅力を体験していただきました。
　参加者から、「実際の生産現場を視察し、生産者の想いが聞
けて良かった」「お茶の製造工程を知ることができ、勉強になっ
た」などのコメントをいただき、南部茶の造詣が深まる視察とな
りました。
【概要】視察日時：令和6年5月10日（金）
　　　　視察場所：①まるわ茶園　②JA山梨みらい茶業センター　③上佐野地区の茶畑
　　　　ゲ ス ト：堀内茂一郎ソムリエ　堀内浩平シェフ　オーベルジュときとの茶房スタッフ

山梨県立博物館カフェ
「Museum café Sweets lab 葡萄屋 kofu」がオープン
　山梨県立博物館内に、県産果実を活用したスイーツにより観光振興を図る拠点施設として、「Museum café 
Sweets lab 葡萄屋 kofu」がオープンしました。

　同施設は、1年を通して旬の果実を使用したパフェなどのスイーツを提供す
るとともに、若手パティシエを育成し、そのスイーツを販売するチャレンジショッ
プの機能も備えます。
　6月は、葡萄屋kofuグランシェフ金子博文氏（銀座ウエストシェフ）による南
アルプス市と山梨市産のサクランボを使用した「さくらんぼたっぷりエクレア」

（1,000円（税込））を提供しました。今後、旬の果物を使用したスイーツを提供
していきます。　
　なお、カフェのみの御利用も可能です。
【概要】店　　名：Museum café Sweets lab 葡萄屋 kofu
　　　　　　　　　（所在地:山梨県立博物館内）
　　　　営業時間：11:00~16:30（Lo.16:00）
　　　　座 席 数：42（屋内22席、屋外20席）
　　　　定 休 日：博物館の休館日が定休日となります
　　　　電話番号：080-8118-7161

トピックスやまなし



弾丸登山・混雑対策として通行規制を行います

午後４時（16:00）から翌日午前３時（3:00）までの間、
五合目の登山道入口ゲートを閉鎖し、通行を規制します。

4PM🕓▸🕒3AM

安全対策等に必要な費用をご負担いただきます

＋＋
2,000円／１人（1回）

通行料
（施設使用料）

これまで同様、富士山保全協力金のご協力もよろし
くお願いいたします。

任
意

協力金

1,000円／１人

山小屋に宿泊予約済みの方は、
規制中も通行可能です。

※山小屋に宿泊予定の方も、原則、規制開始前（午後４時まで）にゲート通過をお願いします。

１日の登山者が4,000人に達した場合、通行を規制します。

上限 4,000人／1日

条例に基づき、お支払いが必要です。
※お支払いは現地、または「山梨県富士山吉田ルート
通行予約システム」にて受け付けます。

山 梨 県

本本規規制制のの情情報報、、登登山山情情報報ははここちちららへへ

（山梨県富士山吉田ルート
通行予約システム）

《通行料の主な使途》
○ 山中での安全誘導・巡回指導
○ 外国人サポート(通訳等)
○ 規制関係経費(ゲート整備、運営費等)
○ 登山者安全対策現地連絡本部の運営

○ 災害時の応急・復旧
○ 登下山道維持管理

《協力金の主な使途》
○ 臨時公衆トイレの設置 ・管理
○ 救護所の設置・運営
○ 六合目安全指導センター運営補助
○ 自主防災組織への活動支援
○ 外来植物の侵入防止
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2
0
2
4
年 （
令
和
6
年
） 
4
月
13
日 （
土
）

県
人
口
、減
少
率
の
拡
大
幅
は
全
国
最
大

　

総
務
省
の
人
口
推
計
に
よ
る
と
、昨

年
10
月
1
日
時
点
の
山
梨
県
人
口
は

79
万
6
千
人
で
、前
年
よ
り
6
千
人（
0
・

75
％
）少
な
か
っ
た
。減
少
率
は
前
年
か

ら
0
・
32
ポ
イ
ン
ト
拡
大
し
、都
道
府
県

別
で
最
も
拡
大
幅
が
大
き
か
っ
た
。県
は

要
因
を
分
析
し
、子
育
て
支
援
や
賃
金
増

な
ど
の
人
口
減
対
策
に
取
り
組
む
方
針
。

　

2
0
0
0
年
代
の
県
人
口
は
し
ば
ら

く
88
万
人
台
が
続
い
た
。し
か
し
88
万
人

を
割
っ
た
07
年
ご
ろ
か
ら
減
少
の
ペ
ー
ス

が
加
速
。毎
年
5
千
人
前
後
減
り
続
け
、

21
年
に
80
万
人
台
、23
年
に
は
79
万
人
台

に
な
っ
た
。

　

23
年
の
減
り
幅
が
広
が
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、県
人
口
減
少
危
機
対
策
本
部
事
務

局
の
担
当
者
は「
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

要
因
は
分
析
中
」と
説
明
。子
育
て
世
代

に
対
す
る
経
済
的
支
援
や
、企
業
の
収
益

と
賃
金
向
上
な
ど
を
進
め
る
と
し
て
い

る
。

　
一
方
、23
年
の
減
少
率
自
体
は
隣
接
す

る
静
岡（
0
・
75
％
）と
同
じ
で
17
番
目
に

低
く
、長
野（
0
・
80
％
、23
番
目
）よ
り

小
さ
い
。た
だ
、9
番
目
に
低
か
っ
た
前
年

（
0
・
43
％
）よ
り
順
位
を
落
と
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
23
年
の
山
梨
県
人
口
の
自

然
増
減
率
は
0
・
85
％
の
減
少
で
、減
少

率
は
前
年
よ
り
0
・
13
ポ
イ
ン
ト
拡
大
。

社
会
増
減
率
は
0
・
10
％
の
増
加
だ
っ
た

が
、増
加
率
は
0
・
19
ポ
イ
ン
ト
縮
小
し

た
。

　

県
人
口
の
年
齢
別
割
合
は
、働
き
手
の

中
心
と
な
る
15
〜
64
歳
が
57
・
3
％
。前

年
の
57
・
4
％
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
。

　

推
計
を
受
け
、山
梨
県
立
大
の
渋
谷
彰

久
名
誉
教
授
は
、今
後
の
施
策
の
方
向
性

に
つ
い
て「
特
に
若
い
女
性
が
魅
力
を
感

じ
る
よ
う
な
生
活
、就
業
環
境
を
つ
く
る

必
要
が
あ
る
」と
指
摘
。取
り
組
み
に
特

色
を
出
し
、東
京
圏
と
の
競
争
力
を
つ
け

る
必
要
性
を
訴
え
た
。

2
0
2
4
年 （
令
和
6
年
）4
月
25
日 （
木
）

県
内
11
市
町
村

「
消
滅
可
能
性
」

　

民
間
組
織「
人
口
戦
略
会
議
」は
東

京
都
内
で
24
日
に
開
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
、将
来
的
に「
消
滅
の
可
能
性
が
あ

る
」と
見
な
し
た
市
町
村
の
一
覧
を
公
表

し
た
。山
梨
県
内
は
27
市
町
村
の
う
ち
、

11
市
町
村（
40
・
7
％
）が
該
当
し
た
。

2
0
2
0
〜
50
年
の
30
年
間
で
、子
ど
も

を
産
む
中
心
世
代
と
な
る
20
〜
30
代
の

女
性
が
50
％
以
上
減
る
と
の
推
計
が
根

拠
。別
組
織
が
14
年
に
公
表
し
た
消
滅
可

能
性
が
あ
る
自
治
体
か
ら
富
士
吉
田
な

ど
7
市
町
村
が
外
れ
た
が
、新
た
に
都
留

市
と
西
桂
町
に
消
滅
可
能
性
が
あ
る
と

し
た
。

　
「
消
滅
」は
人
口
減
少
が
進
み
、自
治
体

運
営
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
状
況
を
指

す
。人
口
戦
略
会
議
副
議
長
の
増
田
寛
也

日
本
郵
政
社
長
が
座
長
を
務
め
た「
日
本

創
成
会
議
」は
14
年
、同
様
の
根
拠
で
、消

滅
可
能
性
が
あ
る
全
国
の
8
9
6
自
治

体
を
公
表
し
、県
内
は
16
市
町
村
が
該
当

し
た
。

　

戦
略
会
議
は
報
告
書
で「
14
年
に
比
べ

改
善
が
見
ら
れ
る
」と
評
価
し
た
も
の
の
、

主
な
要
因
は
外
国
人
住
民
の
増
加
だ
と

し
て「
少
子
化
基
調
は
変
わ
っ
て
い
な
い
」

と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

県
内
で
は「
消
滅
可
能
性
」が
都
留
、

大
月
、韮
崎
、上
野
原
、甲
州
、早
川
、身

延
、南
部
、富
士
川
、西
桂
、道
志
の
11
市

町
村
。若
年
女
性
の
減
少
率
が
最
も
高
か

っ
た
の
は
身
延
の
80
・
1
％
で
、南
部
75
・

8
％
、大
月
70
・
2
％
が
続
い
た
。忍
野
村

は
1
0
0
年
後
も
若
年
女
性
が
多
い「
自

立
持
続
可
能
性
自
治
体
」に
該
当
し
、甲

府
や
富
士
吉
田
な
ど
15
市
町
村
が「
そ
の

他
」だ
っ
た
。

　

14
年
の
日
本
創
成
会
議
の
報
告
で
は
、

富
士
吉
田
、山
梨
、大
月
、韮
崎
、北
杜
、

上
野
原
、甲
州
、市
川
三
郷
、早
川
、身

延
、南
部
、富
士
川
、道
志
、山
中
湖
、小

菅
、丹
波
山
の
16
市
町
村
に
消
滅
可
能
性

が
あ
る
と
分
析
。今
回
の
報
告
で
は
、富

士
吉
田
、山
梨
、北
杜
、市
川
三
郷
、山
中

記事提供
山梨日日新聞
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湖
、小
菅
、丹
波
山
の
7
市
町
村
は
対
象

か
ら
外
れ
た
が
、都
留
、西
桂
の
2
市
町

は
新
た
に
消
滅
可
能
性
自
治
体
と
な
っ

た
。

　

山
梨
総
合
研
究
所
の
今
井
久
理
事
長

は「
消
滅
可
能
性
自
治
体
は
県
東
部
地

域
や
峡
南
地
域
に
多
い
。人
口
減
が
著
し

い
市
町
村
で
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
、自
治

体
間
の
連
携
も
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
」と
指
摘
。消
滅
可
能
性
自
治
体
か
ら

脱
し
た
市
町
村
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

「
若
年
女
性
を
中
心
と
し
た
若
者
が
住

み
た
い
と
思
え
る
地
域
形
成
の
た
め
、働

く
場
を
つ
く
る
と
と
も
に
、地
域
資
源
や

魅
力
を
発
掘
し
て
発
信
す
る
必
要
が
あ

る
」と
話
し
た
。

　

県
人
口
は
2
0
0
0
年
9
月
の

89
万
5
6
4
6
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少

傾
向
に
あ
る
。常
住
人
口
調
査
に
よ
る

と
、4
月
1
日
現
在
の
県
の
推
計
人
口

は
前
年
同
月
か
ら
5
8
6
3
人
少
な
い

79
万
3
6
8
人
だ
っ
た
。県
は
人
口
減
少

危
機
突
破
宣
言
を
出
し
て
い
る
。

2
0
2
4
年 （
令
和
6
年
） 

5
月
2
日 （
木
）

宮
沢
和
史
さ
ん
、藤
巻
亮
太
さ
ん

「
い
と
お
し
い
山
梨
」歌
う

　

山
梨
出
身
の
2
人
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

が
、古
里
山
梨
へ
の
思
い
を
込
め
た
楽
曲

「
遠
影
」を
作
っ
た
。2
人
は
甲
府
市
出

身
の
宮
沢
和
史
さ
ん
と
笛
吹
市
出
身
の

藤
巻
亮
太
さ
ん
。山
梨
で
の
ラ
イ
ブ
で
共

演
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、古
里
で
一
緒

に
歌
う
こ
と
が
で
き
る
曲
を
作
ろ
う
と
企

画
し
た
。

　
「
山
梨
は
自
ら
を
育
み
、支
え
と
な
っ

た
場
所
」と
話
す
2
人
。宮
沢
さ
ん
が
、感

受
性
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
と
い
う
古
里
へ

の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
気
持
ち
を
し
た
た

め
た
歌
詞
に
、藤
巻
さ
ん
が
明
る
い
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
付
け
た
。悩
ん
だ
時
期
を
支
え

て
く
れ
た
古
里
へ
の
思
い
、出
会
っ
た
人
た

ち
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
作
曲
し
た
と
い

う
。

　

山
梨
に
暮
ら
す
人
た
ち
、山
梨
出
身
の

人
た
ち
は
特
に
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
楽

曲
に
仕
上
が
っ
て
お
り
、宮
沢
さ
ん
は「
山

梨
の
皆
さ
ん
に
古
里
を
い
と
お
し
く
思
っ

て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
」と
話
し
て
い

る
。

　

宮
沢
さ
ん
は
山
梨
で
過
ご
し
た
の
は

高
校
ま
で
で
、古
里
を
離
れ
て
か
ら
見
た

景
色
や
出
会
い
の
方
が
は
る
か
に
多
い
が
、

「
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
の
や
り
と
り
、学
び

や
や
帰
り
道
で
の
思
い
出
、部
活
動
、少

年
野
球
、釣
り
と
い
っ
た
古
里
で
の
体
験

が
価
値
基
準
の
感
受
性
を
つ
く
っ
て
く
れ

た
」。

　

今
、古
里
に
戻
っ
て
も「
あ
の
頃
」に
戻

る
こ
と
は
で
き
な
い
。そ
れ
で
も「
と
っ
て

も
い
と
お
し
く
て
、こ
う
し
て
暮
ら
し
て

い
る
の
も
古
里
の
記
憶
が
あ
る
か
ら
だ
な

と
思
う
」。そ
ん
な
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
気

持
ち
を
込
め
、歌
詞
に
川
や
空
、星
に
関

す
る
描
写
、思
い
出
を
振
り
返
る
よ
う
な

表
現
を
ち
り
ば
め
た
。

　
一
方
、藤
巻
さ
ん
は
歌
詞
を
目
に
し
た

時
、「（
宮
沢
さ
ん
と
の
）共
通
項
に
気
持

ち
が
向
か
っ
た
」と
い
う
。古
里
が
同
じ
こ

と
、宮
沢
さ
ん
が
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド「
T
H
E

　

B
O
O
M
」の
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
を
務
め

て
い
た
よ
う
に
、バ
ン
ド
か
ら
ソ
ロ
へ
と
活

動
の
場
を
移
し
た
こ
と
。「
そ
う
い
う
と
こ

ろ
を
見
通
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、は
っ
と

し
た
。過
去
か
ら
現
在
、未
来
を
一
直
線

に
感
じ
る
よ
う
な
歌
詞
だ
っ
た
」と
話
す
。

　
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド「
レ
ミ
オ
ロ
メ
ン
」の
活

動
を
休
止
し
、30
代
で
ソ
ロ
活
動
を
始
め

た
藤
巻
さ
ん
。「
バ
ン
ド
は
自
分
の
大
き

な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
だ
っ
た
」と
振
り

返
り
、メ
ン
バ
ー
と
共
有
し
て
い
た
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
や
歌
う
理
由
を
失
い
、悩
ん
だ

時
期
も
あ
っ
た
と
い
う
。そ
ん
な
藤
巻
さ

ん
を
支
え
た
の
が
、山
梨
で
過
ご
し
た
青

春
時
代
の
た
わ
い
も
な
い
思
い
出
や
家
族

や
周
囲
の
人
に
大
切
に
さ
れ
た
記
憶
だ
っ

た
。

　
「
遠
影
」は
古
里
へ
の
思
い
や
過
ご
し
た

時
間
、出
会
っ
た
人
な
ど
を
思
い
浮
か
べ

な
が
ら
作
曲
。は
っ
き
り
と
言
い
切
れ
な

い
部
分
や
、言
い
切
る
と
う
そ
に
な
っ
て

し
ま
う〝
あ
や
〟の
よ
う
な
も
の
が
一
つ
一

つ
の
思
い
出
に
根
付
い
て
い
る
と
感
じ
、コ

ー
ド
進
行
や
メ
ロ
デ
ィ
ー
に「
ぎ
り
ぎ
り
の

普
遍
が
残
っ
て
い
る
よ
う
な
、〝
あ
や
〟み

た
い
な
部
分
を
乗
せ
た
」。少
し
さ
み
し
さ

を
伴
う
歌
詞
に
、前
向
き
で
明
る
い
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
付
け
た
。

　
「
同
じ
風
景
、景
色
、夏
の
暑
さ
と
冬
の

寒
さ
を
知
っ
て
い
る
同
郷
の
人
間
だ
か
ら

信
頼
で
き
る
」と
、自
由
に
作
曲
す
る
よ

う
依
頼
し
た
と
い
う
宮
沢
さ
ん
は「
僕
の

詩
を
藤
巻
君
が
山
梨
に
い
た
こ
ろ
の
自
分

の
物
語
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、曲
を
書
い

た
の
だ
と
思
う
。詩
が
何
回
り
も
大
き
く
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な
っ
た
。頼
ん
で
良
か
っ
た
」と
話
す
。

　
「
遠
影
」は
宮
沢
さ
ん
の
音
楽
生
活
35

周
年
ア
ル
バ
ム「
〜
35
〜
」に
収
録
し
て
い

る
。ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ（
M
V
）は
東

京
と
山
梨
で
撮
影
し
た
。

　

楽
曲
制
作
は
2
0
2
2
年
7
月
、甲

府
市
内
で
開
い
た
山
梨
日
日
新
聞
創
刊

1
5
0
年
記
念
ラ
イ
ブ
や
、藤
巻
さ
ん
が

主
催
す
る
フ
ェ
ス
で
共
演
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
。「
2
人
で
山
梨
に
戻
っ
た
ら
一
緒

に
歌
え
る
曲
が
あ
っ
た
ら
い
い
ね
」と
話

し
て
い
た
と
い
う
宮
沢
さ
ん
。「
山
梨
で
歌

え
る
機
会
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
飛
ん
で
い

き
ま
す
。楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
」

2
0
2
4
年 （
令
和
6
年
） 

4
月
22
日（
月
）

山
梨
大
、単
独
で
ワ
イ
ン
造
り

栽
培
か
ら
醸
造
の
全
工
程

　

山
梨
大
ワ
イ
ン
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、ブ
ド
ウ
栽
培
や
ワ
イ
ン
醸
造
、瓶
詰

め
な
ど
ワ
イ
ン
造
り
の
全
て
を
教
職
員
と

学
生
が
手
が
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め

た
。大
学
に
よ
る
と
、大
学
が
単
独
で
栽

培
か
ら
醸
造
な
ど
一
連
の
工
程
を
手
が
け

る
例
は
他
に
な
い
と
い
う
。将
来
的
に
は

大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
の
販
売
を
視
野

に
、実
践
的
な
経
験
の
場
を
つ
く
り
技
術

向
上
や
知
識
の
深
化
を
通
じ
て
、ワ
イ
ン

業
界
を
け
ん
引
す
る
即
戦
力
の
人
材
育

成
を
図
る
狙
い
が
あ
る
。

　
「
シ
ン・
山
梨
大
学
ワ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」と
名
付
け
、本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

ブ
ド
ウ
栽
培
か
ら
ワ
イ
ン
醸
造
、瓶
詰

め
、ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
、貯
蔵
・
熟
成
を
は

じ
め
、ワ
イ
ン
造
り
の
全
て
を
セ
ン
タ
ー
で

一
貫
し
て
手
が
け
る
。醸
造
は
研
究
用
に

使
用
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
内
の
醸
造
施
設

を
活
用
す
る
と
い
う
。

　

本
年
度
は
マ
ス
カ
ッ
ト
べ
ー
リ
ー
A
と

甲
州
種
を
原
料
に
栽
培
、ワ
イ
ン
造
り
を

進
め
る
予
定
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
温
暖

な
気
候
に
対
応
し
た
栽
培
技
術
の
研
究

や
品
種
の
育
種
に
も
取
り
組
む
。峡
東
地

域
に
ほ
場
を
整
備
す
る
こ
と
も
計
画
し
て

い
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
の
は
山
梨

大
ワ
イ
ン
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
教
職
員

と
学
生
。1
9
4
7
年
に
設
立
し
た
セ
ン

タ
ー
は
3
年
後
に
80
周
年
を
迎
え
、大
学

オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
造
り
に
取
り
組
む
こ

と
で
、技
術
の
継
承
と
発
展
に
つ
な
げ
る

と
と
も
に
、さ
ら
な
る
技
術
力
の
向
上
と

知
識
の
深
化
を
図
る
狙
い
が
あ
る
。

　

セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ま
で
も
ワ
イ
ナ
リ
ー

と
の
共
同
で
ワ
イ
ン
醸
造
に
取
り
組
ん
で

き
た
が
、醸
造
作
業
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
担

当
。ワ
イ
ナ
リ
ー
が
大
学
と
の
共
同
開
発

商
品
と
し
て
販
売
す
る
な
ど
し
て
い
た
と

い
う
。大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
の
製
造

は
他
の
大
学
で
も
例
が
あ
る
が
、製
造
に

は
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。セ
ン
タ
ー
は「
ワ
イ
ン
の
醸
造
工
程

全
て
を
大
学
で
手
が
け
る
の
は
、国
内
の

大
学
で
例
が
な
い
」と
し
て
い
る
。

　

将
来
的
に
は
販
売
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
視
野
に
入
れ
て
い
る
他
、コ
ン
ク
ー
ル
へ

の
出
品
も
目
指
す
と
い
う
。鈴
木
俊
二
セ

ン
タ
ー
長
は「
販
売
を
念
頭
に
置
く
こ
と

で
、将
来
、現
場
で
真
に
必
要
な
知
識
技

能
を
習
得
が
図
ら
れ
る
。卒
業
後
も
ワ
イ

ナ
リ
ー
な
ど
で
即
戦
力
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
」と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
を
示

す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
5
月
30
日
ま
で

「
R
E
A
D
Y
F
O
R
」で
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
。ワ
イ
ン
製
造
に
必

要
な
醸
造
設
備
、ほ
場
の
整
備
費
用
な
ど

に
活
用
す
る
。

　

鈴
木
セ
ン
タ
ー
長
は「
持
続
可
能
な
ブ

ド
ウ
栽
培
、ワ
イ
ン
造
り
に
取
り
組
み
、次

世
代
に
つ
な
げ
た
い
」と
話
し
て
い
る
。
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在
京
山
梨
政
経
懇
話
会

在
京
山
梨
政
経
懇
話
会（
清
水
喜
彦
会
長
）は
3
月

7
日
、東
京
都
千
代
田
区
の
日
本
プ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
で
第
2
0
5
回
例
会
を
開
い
た
。講
師
に
招
い
た

の
は
日
本
総
合
研
究
所
調
査
部
主
任
研
究
員
の
高
坂
晶

子
氏
。高
坂
氏
は「
わ
が
国
の
観
光
と
山
梨
の
政
治
経

済
〜
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
応
を
中
心
に
〜
」と
題

し
て
講
演
し
た
。

　
高
坂
氏
は
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
影
響
は
、渋

滞・混
雑
や
環
境
汚
染
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
る
と
し「
住

民
は
日
常
生
活
が
し
に
く
く
な
り
、観
光
客
の
満
足
度
の

低
下
に
も
つ
な
が
る
」と
指
摘
。コ
ロ
ナ
禍
で
い
っ
た
ん
観

光
客
が
減
っ
た
こ
と
で
自
然
環
境
が
回
復
し
た
例
が
あ

る
こ
と
か
ら
、観
光
が
環
境
に
与
え
る
負
荷
の
大
き
さ
が

顕
在
化
し
た
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
観
光
地
の
資
源
や
名
声

が
一
度
失
わ
れ
る
と
、回
復
に
は
コ
ス
ト
や
時
間
が
必
要
に

な
り
、場
合
に
よ
っ
て
は
元
に
戻
ら
な
い
と
も
指
摘
。近
年

で
は
交
流
サ
イ
ト（
S
N
S
）で「
バ
ズ
る
」（
話
題
が
拡
散

さ
れ
る
）こ
と
で
突
発
的
に
一
つ
の
場
所
に
観
光
客
が
急

増
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、対
応
を
急
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
に
は
大
き
く
分
け
て
3
種

類
あ
る
と
解
説
。集
中
す
る
観
光
客
を
他
の
場
所
や
季

節
、時
間
へ
誘
導
す
る「
分
散
」、イ
ベ
ン
ト
の
参
加
料
や

山
の
場
合
は
入
山
料
を
徴
収
す
る「
課
金
等
金
銭
的
イ
ン

セ
ン
ティ
ブ
」、所
定
の
場
所
へ
の
立
ち
入
り
を
禁
止
す
る

な
ど
の「
規
制
」を
挙
げ
た
。近
年
の
動
き
と
し
て
人
工

知
能（
A
I
）な
ど
最
新
技
術
を
活
用
し
た
対
策
が
進
み

つ
つ
あ
る
こ
と
も
紹
介
。観
光
客
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
位

置
情
報
を
収
集
、分
析
す
る
こ
と
で
混
雑
情
報
を
提
供

し
て
、一
つ
の
場
所
に
人
が
集
中
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す

る
取
り
組
み
を
例
に
挙
げ
た
。

　
一
方
で
、オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
特
効
薬
と
な
る
決

定
的
な
対
策
は
な
い
と
の
考
え
も
示
し
た
。「
観
光
地
の

状
況
は
多
様
で
同
じ
対
策
が
ど
こ
に
で
も
通
じ
る
わ
け

で
は
な
い
」こ
と
に
加
え
、何
ら
か
の
規
制
を
す
る
こ
と

は
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
こ
と
が
否

め
ず
、裾
野
の
広
い
産
業
と
さ
れ
る
観
光
に
は
多
く
の
関

係
者
が
い
る
た
め
、実
施
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
点
を
理
由

に
挙
げ
た
。

　
今
後
に
向
け
て
は
関
係
者
が
長
期
的
な
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
指
摘
。「
ど
う
い
っ
た
観
光
地

を
目
指
し
て
、そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
な
ど
の
持
続

可
能
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、観
光
客
に
対
し
て
も
理
解
、

協
力
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
語
っ
た
。

　
在
京
山
梨
政
経
懇
話
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

事
務
局（
山
梨
日
日
新
聞
社
東
京
支
社
）電
話
0

3
・

3
5
7
2・3
5
5
5

山
梨
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ
応
援

3
月
16
日（
土
）、甲
斐
市
山
梨
県
人
会（
飯
窪
光
隆

会
長
）は
山
梨
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ
応
援
事
業
を

開
催
。本
事
業
は
、甲
斐
市
に
本
拠
地
を
置
く
女
子
プ
ロ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル「
山

梨
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ
」の

応
援
事
業
と
し
て
実
施

さ
れ
、
対
東
京
羽
田

ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
戦
を
大
田

区
総
合
体
育
館
に
て
観

戦
し
た
。

　
当
日
は
今
季
の
最
終

カ
ー
ド
1
戦
目
。チ
ー
ム

を
鼓
舞
す
る
た
め
、保
坂

武
甲
斐
市
長
の
発
声
で

恒
例
の〝
三
三
七
拍
子
〟が
行
わ
れ
る
な
ど
応
援
席
は
盛

り
上
が
り
、選
手
た
ち
へ
熱
い
声
援
を
届
け
た
。

　
試
合
は
リ
ー
ド
を
許
す
展
開
の
中
、残
り
時
間
1
分

ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
遂
に
逆
転
し
、そ
の
ま
ま
試
合
終
了
。

見
事
に
逆
転
勝
利
を
飾
り
、リ
ー
グ
復
帰
後
の
最
多
タ
イ

に
並
ぶ
シ
ー
ズ
ン
6
勝
目
を
手
に
し
た
。

　
2
部
制
の
導
入
に
よ
り
、来
季
は
2
部
リ
ー
グ
で
戦
う

こ
と
と
な
る
山
梨
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ
。本
会
員
か
ら
は「
選

手
た
ち
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
。プ
レ
ー
中
の
ハ
ツ
ラ

ツ
と
し
た
姿
も
見
て
い
て
気
持
ち
が
良
く
、応
援
し
て
い

る
側
が
元
気
を
も
ら
え
る
」と
い
う
声
や「
今
ま
で
以
上

に
勝
利
に
こ
だ
わ
り
、一
つ
で
も
多
く
の
白
星
を
積
み
重

ね
、是
非
と
も
1
部
昇
格
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
」と
来
季
に
向
け
て
の
激
励
の
言
葉
が
聞
か
れ
た
。

本
会
は
今
後
も
山
梨
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ
を
応
援
し
て
い

く
。

　
甲
斐
市
山
梨
県
人
会
で
は
、引
き
続
き
甲
斐
市
に
ゆ

か
り
の
あ
る
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。入
会

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
電
話
0
5
5（
2
6
7
）7
2
2
3
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3
月
17
日
W
リ
ー
グ
今
季
最
終
戦
の
山
梨
ク
ィ
ン

ビ
ー
ズ
を
連
合
会
幹
部
が
応
援

　
前
日
の
逆
転
勝
利
を
呼

び
込
ん
だ
甲
斐
市
山
梨
県

人
会
の
応
援
の
余
韻
が
残

る
大
田
区
総
合
体
育
館
で

3
月
17
日
山
梨
ク
ィ
ー
ン

ビ
ー
ズ
の
今
季
最
終
戦
が

行
わ
れ
、清
水
喜
彦
県
人

会
連
合
会
長
、中
込
勝
子

会
長
代
行
、佐
野
公
哉
文

化
ス
ポ
ー
ツ
委
員
長
、志

村
昌
也
監
事
ら
を
先
頭
に

山
梨
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ
の
斡
旋
で
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
た

連
合
会
の
メ
ン
バ
ー
が
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会

　
寄
稿
）

青
年
部
総
会（
ほ
う
と
う
会
）

5
月
14
日
山
梨
県
人
会
連
合
会
青
年
部
総
会（
ほ

う
と
う
会
）が
開
催
さ
れ
小
林
央
青
年
部
長
が

退
任
し
、新
青
年
部
長
に
堀
内
基
光
氏（
富
士
急
行
株
式

会
社
取
締
役
）が
就
任
し
ま
し
た
。

　
令
和
6
年
5
月
14
日
、令
和
6
年
度
の
青
年
部
総
会

（
愛
称
ほ
う
と
う
会
）が
富
国
生
命
ビ
ル
28
階
の
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
約
1
0
0
名
が
参
集
し
た
。

　
総
会
は
小
林
央
青
年
部
長
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、

最
初
に
連
合
会
の
清
水
喜
彦
会
長
が「
山
梨
県
人
会
連

合
会
は
全
国
で
3
番
目
に
会
員
数
の
多
い
県
人
会
と
言

わ
れ
て
い
る
。東
京
の
隣
の
県
で
あ
り
な
が
ら
如
何
に
山

梨
県
人
が
ふ
る
さ
と
山
梨
を
愛
し
て
い
る
か
と
い
う
証
で

す
が
私
が
就
任
以
来
、山
梨
生
ま
れ
で
な
く
て
も
山
梨

を
愛
し
て
く
れ
る
人
も
大
歓
迎
と
方
針
を
変
え
た
。こ

の
先
行
き
不
透
明
な
時
代
に
お
い
て
は
正
確
な
情
報
を

得
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
、こ
の
会
の
よ
う
に
若
い

人
を
中
心
に
様
々
な
分
野
の
幅
広
い
年
齢
の
方
が
集
う

こ
と
で
素
晴
ら
し
い
情
報
交
換
、情
報
収
集
の
場
が
可
能

と
な
る
。今
日
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
と
交
流
し
て
異

業
種
や
先
輩
の
方
か
ら
貴
重
な
情
報
を
得
て
人
脈
を
広

げ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
。続
い
て

4
月
に
着
任
し
た
山
梨
県
東
京
事
務
所
の
小
泉
嘉
透
所

長
が「
現
在
山
梨
県
は
災
害
に
強
い
安
全・安
心
の
県
土

づ
く
り
、ふ
る
さ
と
強
靭
化
と
県
内
外
の
様
々
な
人
が
交

流
す
る
開
か
れ
た

開（
甲
斐
）の
国
づ

く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。今
日
は

皆
様
か
ら
山
梨
が

ど
う
見
え
て
い
る

か
、ま
た
今
後
何

を
目
指
し
て
い
く

べ
き
か
な
ど
貴
重

な
ご
意
見
を
お
聞

き
し
た
い
」と
述
べ

て
山
梨
県
か
ら
提
供
さ
れ
た
甲
州
種
ワ
イ
ン
で
乾
杯
が

行
わ
れ
懇
談
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。総
会
の
議
事
と
し
て
青

年
部
長
の
交
代
が
承
認
さ
れ
、新
部
長
に
就
任
し
た
堀

内
基
光
氏（
富
士
急
行
株
式
会
社
取
締
役
）か
ら「
就
任

に
あ
た
っ
て
青
年
部
の
歴
史
を
紐
解
い
て
み
た
と
こ
ろ
、

当
初
か
ら
情
報
発
信
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
を
目

指
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
こ
れ
は
正
に
甲
州
財
閥
を
生

ん
だ
信
玄
公
由
来
の
伝
統
、人
は
石
垣
人
は
城
を
体
現

す
る
甲
州
人
な
ら
で
は
の
集
ま
り
だ
と
感
じ
た
。若
輩
で

は
あ
り
ま
す
が
重
責
を
果
た
せ
る
よ
う
全
力
で
取
り
組

ん
で
ゆ
き
ま
す
」と
の
就
任
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
続
い
て
恒
例
の「
言
っ
た
も
ん
勝
ち
」の
P
R
コ
ー
ナ
ー

に
移
り
、連
合
会
の
清
水
会
長
か
ら
山
梨
県
と
イ
ン
ド

大
使
館
共
催
の「
M
t
．F
U
J
I
ヨ
ガ
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
イ

ン
や
ま
な
し
」が
山
中
湖
の
ホ
テ
ル
マ
ウ
ン
ト
富
士
で
5

月
18
日
に
開
催
さ
れ
る
と
口
火
を
切
る
と
、次
に
は
県
人

会
連
合
会
の
事
業
委
員
会
か
ら
、7
月
23
日
に
開
催
す

る「
ク
ー
ル
Ⓣ
や
ま
な
し
事
業
」の
第
2
弾
、甲
州
人・先

人
達
の
偉
業
を
訪
ね
て「
東
京
タ
ワ
ー
を
造
っ
た
男・内
藤

多
仲
博
士
氏
の
巻
」に
つ
い
て
の
告
知
な
ど
次
々
と
自
己

P
R
や
イ
ベ
ン
ト
の
宣
伝
が
行
わ
れ
た
。途
中
に
甲
州
市

在
住
の
鏡
餅
仙
三
さ
ん
の
曲
芸
や
山
梨
を
拠
点
に
活
動

す
る「
み
ほ
と
け
」さ
ん
の
活
動
報
告
な
ど
も
挟
ん
で
盛

り
だ
く
さ
ん
の
話
題
と
情
報
発
信
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

ア
ッ
と
い
う
間
に
予
定
の
1
時
間
半
と
な
り
閉
会
し
た
。

（
山
梨
県
人
会
連
合
会
青
年
部
事
務
局
）

東
甲
倶
楽
部
総
会・講
演
会・懇
親
会

第
41
回
令
和
6
年
度
東
甲
倶
楽
部
総
会
・
講
演
会
・

懇
親
会
を
立
川
市
の
ホ
テ
ル
エ
ミ
シ
ア
東
京
立

川
で
開
催

　
令
和
6
年
5
月
25
日
午
後
3
時
か
ら
立
川
市
の
ホ
テ
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ル
エ
ミ
シ
ア
東
京
立
川
に
お
い
て
東
甲
倶
楽
部
の
令
和
6

年
度
第
41
回
総
会・講
演
会・懇
親
会
が
開
催
さ
れ
役
員・

来
賓
な
ど
25
名
が
参
集
し
ま
し
た
。

　
事
務
局
長
丹
澤
信
夫
の
司
会
で
開
会
し
、始
め
に
宮

澤
公
廣
会
長
が「
本
年
元
日
に
能
登
半
島
沖
の
地
震
に

よ
り
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
5
類
変
更
に
よ

り
、社
会
経
済
は
従
前
の
活
動
と
な
り
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

よ
る
海
外
観
光
者
も
増
加
し
観
光
地
を
中
心
に
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。本
日
は
第
1
号
か
ら
第
4
号

の
議
案
の
ほ
か
に
以
前
か
ら
友
好
関
係
を
築
い
て
き
た

山
梨
県
人
会
連
合
会
へ
の
正
式
加
盟
に
つ
い
て
も
協
議
を

頂
き
ま
す
。事
業
活
動
は
富
士
山
視
察
旅
行
、親
睦
春
秋

ゴ
ル
フ
、歌
唱
研
究
会
、講
演
会
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま

す
が
、8
月
5
日
の
納
涼
会
講
演
で
は
山
梨
県
人
会
連

合
会
会
長
の
清
水
喜
彦
様
に「
銀
行
の
裏
話
」（
仮
題
）と

題
し
て
ご
講
演
を
頂
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。」と
挨

拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
宮
澤
会
長
を
議
長
に
議
事
に
入
り
、本
年
3

月
に
申
請
を
行
っ
た
山
梨
県
人
会
連
合
会
へ
の
加
盟
が

承
認
さ
れ
た
ほ
か
、令
和
5
年
度
事
業
報
告
、令
和
5
年

度
決
算
及
び
令
和
6
年
度
事
業
計
画
の
4
議
案
が
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。総
会
終
了
後
は
元
N
H
K
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
美
術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
斎
藤
陽
一
氏
の

「
ゴ
ッ
ホ
が
憧
れ
た
日
本
」と
題
す
る
文
化
講
演
が
90
分

間
に
わ
た
り
行
わ
れ
、全
員
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し

た
。

　
会
場
を
移
し
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、山
梨
県
人

会
連
合
会
の
中
込
勝
子
会
長
代
行
が
清
水
喜
彦
会
長
の

祝
辞
を
代
読
さ
れ
、山
梨
県
産
業
政
策
部
主
幹
の
早
川
一

也
様
か
ら
は
山
梨
に
お
け
る
産
業
の
動
向
に
つ
い
て
報
告

を
頂
い
た
の
ち
に
根
本
節
夫
氏
の
発
声
で
乾
杯
が
行
わ

れ
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。懇
親
会
で
は
宮
澤
会
長
を

先
頭
に
歌
唱
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
次
々
と
マ
イ
ク
を
握

り
持
ち
歌
を
披
露
し
、歌
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。宮
澤

会
長
は
歌
手
協
会
会
員
で
、6
月
6
日
能
登
支
援
夏
祭

り
で
、プ
ロ
歌
手
と
共
に
舞
台
に
立
つ
事
に
な
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。午
後
7
時
過
ぎ
に
森
秀
夫
氏
の
中
締
め
で

散
会
し
ま
し
た
。

（
東
甲
俱
楽
部

　
事
務
局
長

　
丹
澤
信
夫
）

「
こ
の
繋
が
り
を
さ
ら
に
強
く
」足
立
区
山

梨
県
人
会
76
回
総
会・懇
親
会
を
開
催

去
る
5
月
26
日（
日
）足
立
区
山
梨
県
人
会
は
第
76

回
総
会
を
新
し
い
会
場「
天
府
」に
お
き
ま
し
て

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
同
様
30
余
名
の
会
員
が
集
ま
り
今
年
度
の
議
案

を
審
議
し
、希
望
に
満
ち
た
令
和
6
年
度
を
歩
み
だ
し

ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は

昨
年
の
バ
ス
旅
行

の
思
い
出
を
話

し
合
っ
た
り
、カ

ラ
オ
ケ
に
興
じ

た
り
、楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
会
員
の

皆
さ
ん
が
賑
や

か
に
話
し
た
り
、

笑
っ
た
り
し
て
い

る
姿
を
見
て
い

る
と
み
ん
な
が

嬉
し
く
な
り
、幸
せ
に
な
る
の
で
す
。参
加
し
て
良
か
っ
た

と
誰
も
が
思
う
足
立
区
の
総
会
で
す
。

　
会
員
の
数
は
減
っ
て
い
ま
す
が
時
節
柄
仕
方
が
あ
り

ま
せ
ん
。当
会
は
組
織
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
が
第
一

の
自
慢
で
す
。区
内
を
5
つ
の
支
部
に
分
け
区
外
を
1
つ

の
支
部
に
し
て
6
支
部
に
ま
と
め
各
支
部
に
支
部
長
と

副
支
部
長
を
置
き
、会
員
と
の
連
絡
を
密
に
し
、絆
を
深

め
て
い
ま
す
。先
輩
の
皆
さ
ん
の
足
立
区
山
梨
県
人
会
に

対
す
る
熱
い
思
い
が
今
も
会
員
の
心
に
繋
が
っ
て
い
る
こ

と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　
私
、浅
川
今
朝
造
は
今
総
会
で
第
21
代
会
長
に
推
挙

さ
れ
ま
し
た
。未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
歴
史
あ
る
足
立

区
山
梨
県
人
会
と
故
郷
を
こ
よ
な
く
愛
し
、思
い
や
り
深

い
会
員
の
皆
様
の
人
生
を
少
し
で
も
豊
か
に
す
る
た
め

に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
、ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
足
立
区
山
梨
県
人
会

　
会
長

　
浅
川
今
朝
造
）
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山
梨
県
人
会
十
士
会
の
第
12
回
総
会・懇

親
会
が
総
勢
30
名
で
開
催

5
月
28
日（
火
）18
時
30
分
よ
り
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
に
お
い
て
第
12
回
山
梨
県
人
会
十
士
会

の
総
会
懇
親
会
が
総
勢
30
名
で
開
催
さ
れ
た
。

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
明
け
直
後
で
あ
っ
た
た
め
、来
賓
は
招

か
ず
に
会
員
の
み
で
実
施
さ
れ
た
が
、今
年
は
清
水
喜
彦

連
合
会
会
長
を
は
じ
め
4
名
の
来
賓
を
招
い
て
開
催
し

ま
し
た
。

　
集
合
写
真
撮
影
の
後
、千
須
和
厚
至
理
事（
弁
護
士
）

の
総
合
司
会
で
総
会
が
始
ま
り
、開
会
に
あ
た
り
会
長

飯
窪
よ
り「
5
年
ぶ
り
に
来
賓
を
招
い
て
十
士
会
総
会
懇

親
会
が
開
催
で
き
て
本
当
に
喜
ば
し
い
。清
水
連
合
会
長

は
就
任
し
て
か
ら
初
め
て
の
出
席
な
の
で
、会
員
の
皆
さ

ん
は
清
水
会
長
と
大
い
に
懇
親
し
て
欲
し
い
。」と
挨
拶
。

　
総
会
後
、速
や
か
に
懇
親
会
に
入
り
、来
賓
あ
い
さ
つ

で
清
水
連
合
会
長
よ
り「
弦
間
前
連
合
会
長
よ
り
会
長

を
引
き
継
い
で
か
ら
初
め
て
の
十
士
会
総
会
懇
親
会
へ

の
参
加
で
あ
り
楽
し
み
に
し
て
い
た
。今
日
は
十
士
会
の

皆
さ
ん
と
大
い
に
情
報
交
換
を
し
た
い
。」と
述
べ
ら
れ
、

「
こ
れ
か
ら
は
情
報
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
。情
報
の

精
度
は
複
数
の
出
所
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。十
士
会
の
皆
さ
ん
も
い
ろ
い
ろ
な
山
梨
県
人
会
の
人

た
ち
と
情
報
交
換
を
し
て
欲
し
い
。」と
述
べ
ら
れ
た
。

　
引
き
続
き
中
込
勝
子
会
長
代
行
よ
り「
今
は
変
革
の

な
か
に
あ
り
勉
学
が
重
要
で
あ
る
。十
士
会
の
皆
さ
ん
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、親
睦・情
報
交
換
し
て
ふ
る
さ

と
山
梨
に
貢
献
し
て
欲
し
い
。」と
祝
辞
が
あ
っ
た
。小
泉

嘉
透
山
梨
県
東
京
事
務
所
長
よ
り「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
事

前
に
見
て
き
た
が
、十
以
上
の
資
格
者
の
集
ま
っ
た
十
士

会
の
皆
さ
ん
と
交
流
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
き

た
。ふ
る
さ
と
山
梨
に
も
貢
献
し
て
欲
し
い
。」と
乾
杯
の

発
声
を
い
た
だ
き
、懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
美
味
し
い
お
酒
と
料
理
で
会
話
が
進
ん
だ
後
、新
入

会
の
渡
辺
始
氏（
一
級
建
築
士
）か
ら
自
己
紹
介
が
あ
り
、

ま
た
青
沼
光
泰
会
員（
司
法
書
士
）か
ら
、今
年
4
月
か

ら
始
ま
っ
た
相
続
登
記
の
義
務
化
に
つ
い
て
概
要
説
明
が

あ
っ
た
。（
相
続
登
記
の
義
務
化
に
つ
い
て
は
連
合
会
総
会

で
配
布
さ
れ
た
十
士
会
会
報
第
11
号
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　
最
後
に
、小
林
洋
介
理
事（
弁
護
士
）の
中
締
め
で
あ
っ

と
い
う
間
の
2
時
間
30
分
の
総
会・懇
親
会
が
お
開
き
と

な
っ
た
。な
お
、情
報
交
換
の
足
り
な
い
会
員
6
名
は
ア
ル

カ
ディ
ア
市
ヶ
谷
の
隣
の
居
酒
屋
で
さ
ら
に
懇
親
を
深
め

て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

（
山
梨
県
人
会
十
士
会

　
会
長

　
飯
窪
光
隆
）

単位団体（地区会）の開催予定行事　2024年6月24日現在

日 　 時 開　催　会　合　名 会　場
6月29日 首都圏大月市会総会・講演会・懇親会 大月市民会館
6月29日 甲斐市山梨県人会総会・懇親会 ホテルグランドヒル市ヶ谷

7月6日 市川三郷町ゆかりの会「りんどう」総会・懇親会 市川三郷町生涯学習センター
7月7日 北杜高校東京同窓会総会・懇親会 アルカディア市ヶ谷

中　止 甲府工業高校東京同窓会総会・懇親会 明治記念館
7月13日 首都圏山梨市県人会総会・懇親会 コートヤード・マリオット銀座東武ホテル
7月20日 甲府中学・甲府一高東京同窓会総会・懇親会 京王プラザホテル
7月28日 首都圏富士川会総会・懇親会 アルカディア市ヶ谷
8月24日 港区山梨県人会総会・懇親会 八王子日本閣
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〇〈
令
和
5
年
度
〉第
6
回
総
務
委
員
会
　

【
日

　
時
】令
和
6
年
3
月
26
日（
火
）　
16
時
05
分
〜
17
時

09
分

【
場

　
所
】東
京
住
友
ク
ラ
ブ

　
会
議
室

【
出
席
者
】会
長・会
長
代
行・委
員
長・委
員
7
名
、東
京
事
務

所
長・担
当
、事
務
局
長

【
司

　
会
】副
委
員
長

　
飯
窪
光
隆

1
　
開
会

　
委
員
長

　
中
村
芳
文

2
　
挨
拶

　
会
長

　
清
水
喜
彦

3
　
議
題

　
議
長

　
中
村
委
員
長

［
協
議
事
項
］

1
・
第
75
回
総
会
開
催
に
つ
い
て

　
①
開
催
概
要

　
②
次
第（
案
）

　
③
会
員
券
販
売
計
画

　
④
収
支
予
算（
案
）

　
⑤
P
R
用
チ
ラ
シ（
案
）

　
⑥
準
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

・
総
会
会
費
に
つ
い
て
は
現
状
の
1
万
円
を
可
能
な
限
り
維

持
す
る
こ
と
と
し
、原
案
の
と
お
り
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
す
る
。

2
・
令
和
5
年
度
収
支
決
算
見
込（
案
）に
つ
い
て

令
和
6
年
度
収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て

・
総
会
へ
の
積
立
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
不
執
行
も
含
め
、原
案

の
と
お
り
予
算
会
議
に
提
案
す
る
こ
と
と
す
る
。

3
・
予
算
会
議・理
事
会
提
出
議
題
に
つ
い
て

　
①「
会
務
報
告
」（
案
）

　
②「
基
本
方
針・事
業
計
画
」（
案
）

　
③「
役
員
体
制
」（
案
）

　
④「
役
員
会
務
分
担
表
」（
案
）

　
⑤「
内
規（
役
員
年
会
費
）一
部
改
正
」（
案
）

　
⑥「
内
規（
会
議
費
助
成
金
）一
部
改
正
」（
案
）

・
特
に
質
疑
は
な
く
、原
案
の
と
お
り
予
算
会
議
に
提
案
す

る
。

［
報
告
事
項
］

1
・
会
長
代
行
会
議
結
果
報
告
に
つ
い
て

2
・
今
後
の
会
議・行
事
予
定
に
つ
い
て

3
・
そ
の
他

4
　
閉
会〈
17
時
09
分
〉

〇
令
和
6
年
度 

予
算
会
議
　

【
日

　
時
】令
和
6
年
4
月
17
日（
水
）　
16
時
〜
17
時
05
分

【
場

　
所
】ア
ル
カ
ディ
ア
市
ヶ
谷

7
階

雲
取

【
出
席
者
】清
水
喜
彦
会
長
、中
込
勝
子
会
長
代
行
、中
村
芳

文
総
務
委
員
長
、飯
島
登
美
夫
事
業
委
員
長
、佐
野
公
哉
文

化・ス
ポ
ー
ツ
委
員
長
、古
谷
誠
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
委
員
長
、

澤
登
拓
会
計
、矢
崎
弘
直
会
計
、志
村
昌
也
監
事
、小
佐
野
隆

正
監
事（
代
理

　
長
坂
恒
久
）、事
務
局
長

【
司

　
会
】中
村
芳
文

　
総
務
委
員
長

【
清
水
喜
彦
会
長
挨
拶
】

【
議
長
選
出
】

・
司
会
か
ら
、会
則
に
予
算
会
議
議
長
の
規
定
は
な
い
の
で
会

長
に
お
願
い
し
た
い
と
提
案
が
あ
り
、清
水
会
長
を
議
長
に
選

出
。

【
議

　
事
】　
議
長

　
清
水
喜
彦

（
1
）令
和
5
年
度
収
支
決
算（
案
）に
つ
い
て

　
①
令
和
5
年
度
収
支
実
績
報
告
書

　
②
令
和
5
年
度
貸
借
対
照
表（
監
査
報
告
書
）

・
収
支
実
績
、貸
借
対
照
表
等
を
事
務
局
説
明
後
、矢
崎
会

計
か
ら
会
計
報
告
、志
村
監
事
か
ら
監
査
報
告
を
受
け
、特
に

質
疑
な
く
、原
案
の
と
お
り
理
事
会
に
提
案
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
た
。

（
2
）令
和
6
年
度
収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て

　
①
第
75
回
総
会・大
会
収
支
予
算（
案
）

・
第
75
回
総
会
会
員
券
販
売
計
画

・
第
75
回
総
会
次
第（
案
）

・
第
75
回
総
会
チ
ラ
シ

　
②
令
和
6
年
度
収
支
予
算（
案
）

・
令
和
5
年
度
収
支
実
績・令
和
6
年
度
収
支
予
算（
案
）

・
第
75
回
総
会
の
収
支
予
算
案
と
こ
れ
に
連
動
す
る
令
和
6

年
度
の
予
算
案
を
事
務
局
か
ら
説
明
、特
に
質
疑
等
は
な
く
、

原
案
の
と
お
り
理
事
会
に
提
案
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

（
3
）令
和
5
年
度
会
務
報
告（
案
）

（
4
）令
和
6
年
度
基
本
方
針・事
業
計
画（
案
）

・
原
案
の
と
お
り
理
事
会
に
提
案
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

（
5
）令
和
6
年
度・7
年
度
役
員
体
制
に
つ
い
て

・
第
1
回
会
長
代
行
会
議
の
書
面
表
決
結
果

・
令
和
6
年
度
〜
7
年
度
役
員
会
務
分
担
表

・
原
案
の
と
お
り
理
事
会
に
提
案
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

（
6
）内
規（
役
員
年
会
費
）の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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（
7
）内
規（
会
議
費
助
成
金
）の
一
部

改
正
に
つ
い
て

・
原
案
の
と
お
り
理
事
会
に
提
案
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

（
8
）そ
の
他

①
令
和
6
年
度（
2
0
2
4
年
度
）

会
議・行
事
等
予
定

　

②
そ
の
他（
7
月
23
日
ク
ー
ル
Ⓣ
や
ま
な
し
に
つ
い
て
飯
島
事

業
委
員
長
か
ら
概
要
説
明
）

【
閉

　
会
】

・
以
上
で
議
事
は
終
了
し
、17
時
05
分
に
閉
会
し
た
。

〇
第
1
回
組
織
委
員
会

【
日

　
時
】令
和
6
年
4
月
17
日（
水
）　
17
時
05
分
〜
17
時

33
分

【
場

　
所
】ア
ル
カ
ディ
ア
市
ヶ
谷

7
階

雲
取

【
出
席
者
】清
水
喜
彦
会
長
、中
込
勝
子
会
長
代
行
、中
村
芳

文
総
務
委
員
長
、飯
島
登
美
夫
事
業
委
員
長
、佐
野
公
哉
文

化・ス
ポ
ー
ツ
委
員
長
、古
谷
誠
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
委
員
長
、

（
澤
登
拓
会
計
、矢
崎
弘
直
会
計
、志
村
昌
也
監
事
、小
佐
野

隆
正
監
事（
代
理

　
長
坂
恒
久
）、オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
）

【
司

　
会
】深
澤
朝
房
副
委
員
長

1
　
開
会

　
深
澤
朝
房

　
副
委
員
長

2
　
挨
拶

　
清
水
喜
彦

　
委
員
長

3
　
議
事

　
議
長

　
清
水
喜
彦

　
委
員
長

（
1
）加
盟
団
体
の
現
状
に
つ
い
て

　
　

①
県
人
会
連
合
会
の
概
要

②
単
位
団
体
の
加
盟・休
止・解
散
の
状
況

（
2
）今
後
の
組
織
活
性
化
方
策
に
つ
い
て

・
事
務
局
か
ら
資
料
1・2
に
よ
り
単
位
団
体
の
現
状
と
最

近
5
年
間
の
解
散・休
止・新
規
加
盟
等
の
状
況
を
説
明
。（
東

甲
倶
楽
部
が
3
月
8
日
に
新
規
加
盟
）

・
資
料
3
に
よ
り
休
会
中
の
団
体
や
高
校
同
窓
会
の
う
ち
未

加
盟
の
団
体
へ
の
働
き
か
け
方
法
等
に
つ
い
て
自
由
討
議
を
行

い
次
の
よ
う
な
報
告
と
意
見
が
出
さ
れ
た
。

・
新
宿
区
県
人
会
が
活
動
再
開
に
向
け
て
準
備
を
開
始
し
、

単
位
団
体
活
性
化
補
助
金
の
申
請
予
定

・
世
田
谷
区
県
人
会
の
活
動
再
開
に
向
け
て
世
田
谷
区
に
宿

舎
の
あ
る
県
東
京
事
務
所
の
支
援
を
要
請

・
塩
山
高
校
同
窓
会
東
京
支
部
に
第
75
回
総
会
へ
の
参
加
を

要
請

・
今
後
組
織
委
員
会
を
中
心
に
検
討
し
、情
報
収
集
や
働
き

か
け
を
行
う
こ
と
を
確
認
。

（
3
）そ
の
他

4
　
閉
会

・
以
上
で
議
事
は
終
了
し
、17
時
33
分
に
閉
会
し
た
。

〇
第
1
回
総
務
委
員
会
　

【
日

　
時
】令
和
6
年
5
月
14
日（
火
）　
15
時
〜
16
時
05
分

【
場

　
所
】東
京
住
友
ク
ラ
ブ

　
会
議
室

【
出
席
者
】会
長・委
員
長・委
員
6
名
、東
京
事
務
所
長・県
人

会
担
当
1
名
、事
務
局
長
、計
11
名

【
司

　
会
】飯
窪
副
委
員
長

・
開
会
に
先
立
ち
、新
任
の
小
泉
嘉
透
東
京
事
務
所
長
、志

村
担
当
か
ら
挨
拶
を
受
け
る
。

1
　
開
会

　

2
　
挨
拶

　
会
長

　
清
水
喜
彦

　
　

3
　
議
事

　
議
長

　
中
村
委
員
長

［
報
告
事
項
］

1
・
令
和
6
年
度
予
算
会
議
に
つ
い
て

　
1

　
令
和
6
年
度
予
算
会
議
議
事
録

・
事
務
局
長
か
ら
予
算
会
議
の
審
議
経
過
を
報
告
、了
承
さ

れ
る
。

［
協
議
事
項
］

1
・
第
75
回
総
会
準
備
に
つ
い
て

　
　
　

　
1

　
第
75
回
総
会
準
備・検
討
事
項

　
2

　
第
75
回
総
会
参
加
状
況

　
3

　
第
75
回
総
会
次
第（
案
）

・
5
月
14
日
現
在
で
約
3
3
0
名
の
参
加
申
し
込
み
状
況
に

つ
い
て
協
議
し
、1
卓
6
名
か
ら
9
名
で
48
卓
程
度
の
会
場

配
置
と
す
る
こ
と
を
確
認

・
次
第
案
に
基
づ
き
、知
事
、国
会
議
員
、県
議
会
議
長
、市

長
会
長
の
来
賓
登
壇
者
を
確
定
、連
合
会
役
員
の
開
閉
会
の

言
葉
、乾
杯
、中
締
め
な
ど
の
役
割
分
担
を
確
認

・
山
梨
県
、サ
ン
ト
リ
ー
、は
く
ば
く
か
ら
の
記
念
品
、協
賛

依
頼
商
品
を
確
認

・
開
催
当
日
の
総
務
委
員
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
協
議
し
確

認
を
行
っ
た

2
・
第
1
回
理
事
会
提
出
議
案
に
つ
い
て

・
事
務
局
か
ら
別
紙「
理
事
会
提
出
議
案
」に
よ
り
内
容
を

説
明
、各
議
案
の
提
出
が
承
認
さ
れ
た
。

3
・
そ
の
他

　
1

　
今
後
の
会
議・行
事
予
定

　
2

　
そ
の
他

4
　
閉
会（
16
時
05
分
）

〇
第
1
回
　
事
業
委
員
会
　

【
日

　
時
】令
和
6
年
5
月
15
日（
水
）　
16
時
〜
17
時
30
分

【
場

　
所
】株
式
会
社
内
藤
ハ
ウ
ス

　
会
議
室

【
出
席
者
】委
員
長・委
員
4
名
、事
業
委
員
会
事
務
局
2
名
、

事
務
局
長

1
　
開
会

　

2
　
挨
拶

　
委
員
長

　
飯
島
登
美
夫
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3
　
議
事

　

（
1
）

C
o
o
l
Ⓣ
Y
a
m
a
n
a
s
h
i
企
画（
7
月
23

日
）の
検
討

○
概
要
に
つ
い
て

甲
州
人

　
先
人
た
ち
の
偉
業
を
訪
ね
て

　「
東
京
タ
ワ
ー
を

造
っ
た
男

　
内
藤
多
仲
博
士
の
巻
」

1
　
2
0
2
4
年
7
月
23
日（
火
）

2
　
募
集
定
員

　
40
名（
47
名
）　
49
人
乗
り
バ
ス
手
配
短
時

間
の
乗
車
な
の
で
フ
ル
に
席
は
活
用

　
場
合
に
よ
っ
て
は
補
助

席
も
可
能
で
は

3
　
行
程
確
認

大
隈
記
念
講
堂
〜
講
演（
小
講
堂
）日
建
設
計

　
土
屋
様
〜
内

藤
多
仲
博
士
記
念
館（
明
治
生
命
館
）〜
楠
公
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

〜
東
京
タ
ワ
ー
＝
現
地
解
散

4
　
各
役
割
分
担〝
大
隈
記
念
講
堂
〟と〝
内
藤
多
仲
博
士
記

念
館
〟で
の
解
説
者
石
水
さ
ん（
代
打

　
高
橋
）

5
　
募
集
チ
ラ
シ
作
成

　

追
加
事
項
＝
参
加
要
件
、南
ア
ル
プ
ス
市
協
賛

　
内
藤
多
仲

物
語

　
コ
ミ
ッ
ク
版

N
H
K
B
S

　
日
本
の
風
景
を
変
え
た
男
た
ち「
塔
博
士
内

藤
多
仲

　
鉄
塔
三
都
物
語
」

6
　
当
日
資
料（
髙
橋
）小
冊
子
に
す
る
際
は
、長
谷
部
さ
ん
へ

連
絡

7
　
そ
の
他

　
講
演
機
器
セ
ッ
ト
&
操
作
＝
高
橋

　
司
会
進

行
及
び
講
師
対
応
＝
宮
脇
副
委
員
長

土
屋
氏
講
演

　
案
内
図
作
成

〇
予
算

1
　
参
加
費
と
募
集
人
数

　
参
加
費
用

　
¥
8
︐0
0
0

2
　
募
集
人
数

　
40
〜
48
人
を
想
定

　
山
梨
共
修
社

　
高

野
理
事
長
に
参
加
依
頼

3
　
募
集
計
画

・
5
月
15
日（
水
）　
事
業
委
員
会

　
最
終
確
認

・
5
月
27
日（
月
）　
県
人
会
理
事
会
報
告・募
集
開
始

・
6
月
2
日（
日
）　
第
75
回
定
期
総
会

　
最
終
募
集

　

チ
ラ
シ
配
布
予
定

　
4
0
0
枚
印
刷
担
当

　
長
谷
部

予
算
は
?

（
2
）C
o
o
l
Ⓨ
Y
a
m
a
n
a
s
h
i
開
催
内
容
検
討

〇
概
要

1
　「
仮

　
多
摩
源
流
を
訪
ね
る
旅
〜
小
菅
村・丹
波
山
〜
」

小
さ
な
村
の
ま
ち
お
こ
し

2
　
2
0
2
4
年
10
月
7
日（
月
）※
ド
ロ
ー
ン
サ
ミ
ッ
ト
の
関

係
で
変
更
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

3
　
行
程
確
認

　
1
奥
多
摩

　
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館（
公
式
H
P
リ
ン
ク
）

　
　
東
京
都
水
道
局
運
営
に
よ
る〝
水
源
の
解
説
施
設
〟

　
2
丹
波
山
村

　
新
庁
舎
見
学

　
3
地
域
お
こ
し
隊
の
活
躍

　
4
道
の
駅

　
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

　
5
N
I
P
P
O
N
I
A
小
菅

　
6
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
生
活
物
資
の
輸
送

　
7
温
泉
施
設

■
そ
の
他

○
事
業
委
員
会

　
今
後
の
日
程

①
次
回

　
8
月
21
日（
水
）　
16
時
〜
17
時
30
分

〇
第
1
回
広
報
委
員
会

【
日

　
時
】令
和
6
年
5
月
15
日（
水
）18
時
〜
20
時

【
場

　
所
】山
梨
県
東
京
事
務
所
会
議
室

【
出
席
者
】委
員
長・副
委
員
長・委
員
5
名（
1
名
W
e
b
参

加
）・オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
2
名

1
　
開
会

2
　
挨
拶

　
委
員
長

　
山
下
昌
彦

3
　
議
題

（
1
）開
花
号
発
行
報
告

　
　
　
　
　

発
行
部
数

　
8
0
0
部

　（
定
期
発
送
6
4
0
部
、総
会
配

布
用
1
0
0
部
）

（
2
）2
0
2
4
年
盛
夏
号（
2
0
2
4
年
7
月
1
日
発
行
）

編
集
方
針

〇
表
紙
写
真「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
レ
ッ
ド
」（
山
梨
県
提
供
）

〇
特
集
記
事（
7
頁
〜
8
頁
）第
75
回
総
会
特
集（
本
文
4
頁
、

議
案
+
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
+
懇
親
会
ス
ナ
ッ
プ
写
真
3
〜
4
頁
）

〇
リ
ン
ケ
ー
ジ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー（
4
頁
）

・
小
池
英
夫
氏（
甲
府
市
出
身
、N
H
K
専
務
理
事
）

〇
ト
ピ
ッ
ク
ス
や
ま
な
し〈
山
梨
県
の
ペ
ー
ジ
〉（
4
頁
）

・
特
集（
県
内
情
報
）（
3
頁
）

・
や
ま
な
し
観
光
情
報（
1
頁
）

〇
ド
ク
タ
ー
望
月
の
山
梨
ト
リ
ビ
ア
⑧（
2
頁
）

〇
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
す
る
若
者
た
ち「
山
梨
か
ら
未
来
を
創
る
」

⑦（
2
頁
）

〇「
富
士
の
国
」の
話
題
か
ら（
2
〜
3
頁
）　
記
事
提
供
＝
山

梨
日
日
新
聞
社

　

〇
パ
ー
ティ
ー
イ
ン
フォ
メ
ー
シ
ョ
ン（
3
頁
）　

　
　

〇
連
合
会
の
動
き（
4
頁
）・・・新
津
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〇
連
合
会
だ
よ
り
、お
知
ら
せ（
1
頁
）

〇
が
ん
ば
れ
ヴ
ァ
ン
フォ
ー
レ
甲
府

　
　
　
　
　

〇
が
ん
ば
れ
ク
ィ
ー
ン
ビ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
ク
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
山
梨

　

〇
広
告

　・サ
ン
ト
リ
ー
酒
類

　・山
梨
県

　・サ
ン
リ
オ

　・ホ

テ
ル
東
京

（
3
）紙
面
割

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

（
4
）ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
状

・
杉
田
委
員
か
ら
最
近
の
更
新
実
績
を
報
告
。

・
富
士
の
国
バッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
掲
載
方
法
に
つ
い
て
協
議
。容

量
の
多
い
新
春
号
に
つ
い
て
は
2
分
割
し
て
掲
載
と
す
る
こ
と

で
了
解
。

（
5
）そ
の
他

4
　
閉
会（
20
時
）

〇
令
和
6
年
度
第
1
回
理
事
会

【
日

　
時
】令
和
6
年
5
月
27
日（
月
）　
14
時
〜
15
時
14
分

【
場

　
所
】上
野
精
養
軒

　
2
階

　
梅
の
間

【
出
席
者
】役
員
44
名

【
司

　
会
】飯
窪
光
隆

　
総
務
副
委
員
長

1
　
開
会（
司
会

総
務
副
委
員
長

飯
窪
光
隆
）

2
　
挨
拶（
会
長

　
清
水
喜
彦
）

・
連
合
会
は
本
年
で
75
周
年
と
な
る
が
、周
年
記
念
事
業
は

80
周
年
の
節
目
で
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

・
引
き
続
き
新
規
加
盟
、新
役
員
の
獲
得
に
努
め
て
ゆ
き
た

い
。

3
　
挨
拶（
山
梨
県
東
京
事
務
所
長

小
泉
嘉
透
）

・
4
月
1
日
付
け
で
着
任
し
た
。で
き
る
限
り
県
人
会
連
合

会
の
皆
様
と
情
報
交
換
に
努
め
て
い
き
た
い
。

4
　
新
任
役
員
紹
介

　

佐
藤
康
行
副
会
長（（
株
）メ
ド
コ
ム
代
表
取
締
役
社
長
兼

C
E
O
）

5
　
議
事

【
報
告
事
項
】

（
1
）各
委
員
会
報
告

①
総
務
委
員
会

　

総
務
委
員
長

　
中
村
芳
文

・
令
和
5
年
度
第
5
回・6
回
総
務
委
員
会

　

　

・
令
和
6
年
度
第
1
回
総
務
委
員
会

　
　
　
　
　
　

②
事
業
委
員
会

事
業
委
員
長

　
飯
島
登
美
夫

・
令
和
5
年
度
第
6
回
事
業
委
員
会

　
　
　
　
　

・
令
和
6
年
度
第
1
回
事
業
委
員
会

　
　
　

　
　

③
組
織
委
員
会

　
組
織
委
員
長

　
清
水
喜
彦

・
令
和
6
年
度
第
1
回
組
織
委
員
会

　
　

　
　
　

④
広
報
委
員
会

　
広
報
委
員
長

　
山
下
昌
彦

・
令
和
5
年
度
第
4
回
広
報
委
員
会

　
　
　

　
　

・
令
和
6
年
度
第
1
回
広
報
委
員
会

　

　
　

・
各
委
員
長
か
ら
資
料
に
よ
り
報
告
、質
疑
等
は
特
に
な
し
。

（
2
）令
和
6
年
度
予
算
会
議
報
告

　

　

　

　

・
事
務
局
か
ら
予
算
会
議
議
事
録
に
よ
り
審
議
経
過
を
報
告
、

質
疑
等
は
な
し
。

【
協
議
事
項
】

（
1
）第
75
回
総
会
開
催
に
つ
い
て

①
第
75
回
総
会
収
支
予
算
案

②
第
75
回
総
会
参
加
状
況

③
第
75
回
総
会
次
第（
案
）

・
事
務
局
か
ら
資
料
に
よ
り
説
明
、原
案
の
と
お
り
開
催
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

・
議
長
か
ら
第
1
号
議
案
、第
2
号
議
案
の
一
括
上
程
の
提

案
が
あ
り
承
認
さ
れ
る
。

（
2
）第
1
号
議
案

　
令
和
5
年
度
会
務
報
告

（
3
）第
2
号
議
案

　
令
和
5
年
度
収
支
決
算
報
告

　
令
和

5
年
度
会
計
監
査
報
告

・
事
務
局
か
ら
会
務
報
告
、収
支
決
算
報
告
を
説
明
後
、澤

登
会
計
か
ら
会
計
報
告
、長
坂
監
事
代
行
か
ら
監
査
報
告
が

行
わ
れ
、質
疑
等
は
特
に
な
く
、原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

・
議
長
か
ら
第
3
号
議
案
、第
4
号
議
案
の
一
括
上
程
の
提

案
が
あ
り
承
認
さ
れ
る
。

（
4
）第
3
号
議
案

　
令
和
6
年
度
基
本
方
針・事
業
計
画

（
案
）

（
5
）第
4
号
議
案

　
令
和
6
年
度
収
支
予
算（
案
）

・
事
務
局
か
ら
基
本
方
針・事
業
計
画
、収
支
予
算
案
を
説
明

後
、質
疑
等
は
特
に
な
く
、原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

（
6
）第
5
号
議
案

　
令
和
6
年
度・7
年
度
役
員
体
制

・
会
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、特
に
異
議
な
く
原

案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

（
7
）第
6
号
議
案

　
内
規
の
一
部
改
正

・
事
務
局
か
ら
提
案
理
由
等
の
説
明
が
あ
り
、質
疑
等
は
な

く
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

6
　
そ
の
他

①
令
和
6
年
度
会
議・行
事
予
定

②
そ
の
他（
市
川
三
郷
町・忍
野
村
）

・
事
務
局
か
ら
会
議・行
事
予
定
を
説
明
。遠
藤
市
川
三
郷
町

長
か
ら
財
政
状
況
の
説
明
、ふ
る
さ
と
納
税
等
の
支
援
要
請

を
受
け
た
。

7
　
閉
会（
以
上
で
議
事
は
終
了
し
、15
時
14
分
に
閉
会
し

た
。）
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編
集
後
記

◇
今
年
も
早
半
分
が
過
ぎ
ま
し
た
。戦
争
つ
づ
き

の
世
界
、円
安
物
価
高
に
ゆ
れ
る
日
本
と
い
っ
た

不
安
定
な
状
況
は
相
変
わ
ら
ず
で
す
。私
達
は
い

つ
何
が
起
き
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、油
断
せ

ず
前
向
き
に
進
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
今
回
の
注
目
！
甲
州
人
は
N
H
K
の
小
池
英

夫
専
務
理
事
。入
局
後
政
治
畑
一
筋
に
走
り
抜

け
て
来
ら
れ
た
人
生
軌
跡
を
追
い
か
け
て
み
ま

し
た
。

◇
山
梨
ト
リ
ビ
ア
の
テ
ー
マ
は
山
ア
テ
道
路
。そ

う
い
え
ば
山
梨
で
車
を
運
転
し
て
い
る
と
正
面

に
美
し
い
山
が
見
え
て
は
っ
と
し
た
こ
と
が
何

度
か
あ
り
ま
す
。山
梨
だ
か
ら
こ
う
い
う
こ
と

が
可
能
な
ん
で
す
ね
。あ
ら
た
め
て
納
得
。

◇
今
回
の
ス
タ
ー
ト・ア
ッ
プ
す
る
若
者
た
ち
は
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
化
粧
品
代
表
取
締
役
新
津
さ
ん

で
す
。美
容
師
時
代
に
感
じ
た
疑
問
を
ヒ
ン
ト

に
起
業
。高
品
質・低
価
格
な
化
粧
品
の
提
供
、

L
T
V（
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
バ
リ
ュ
ー
）の
最
大
化
に

挑
み
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

◇
富
士
山
周
辺
の
市
町
村
で
は
観
光
客
に
よ
り

賑
わ
い
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
反
面
、日
常
生
活

が
脅
か
さ
れ
る
事
態
も
発
生
し
て
い
ま
す
。い
わ

ゆ
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
で
す
。コ
ン
ビ
ニ

前
の
歩
道
に
黒
い
カ
バ
ー
が
被
せ
ら
れ
た
の
も
記

憶
に
新
し
い
出
来
事
で
す
。ま
た
富
士
山
の
登

山
に
つ
い
て
も
、客
数
が
多
す
ぎ
た
り
、弾
丸
登

山
に
つ
い
て
も
事
故
を
心
配
す
る
声
が
上
が
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。5
合
目
に
は
つ
い
に
客
数

を
制
限
す
る
た
め
の
ゲ
ー
ト
も
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

◇
い
よ
い
よ
始
ま
る
パ
リ・オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
。山
梨
県
出
身
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
も
多

数
参
加
し
ま
す
。大
活
躍
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

（
山
下
）

令和６年（2024年）連合会 会議·行事等開催予定 5月27日（理事会）現在

月 　 日 曜日 時　間 行事・会議名 会　　場

4月17日 （水） 16:00 予算会議 アルカディア市ヶ谷

5月14日 （火） 15:00 第1回　総務委員会 東京住友クラブ

5月14日 （火） 18:30 青年部総会（ほうとう会） 富国生命本社ビル

5月27日 （月） 14:00 第1回　理事会 上野精養軒

6月  2日 （日） 11:30 第75回　総会・懇親会 京王プラザホテル

6月16日 （日） 12:00 第34回　女性の会総会 アルカディア市ヶ谷

8月  8日 （木） 16:00 第２回　総務委員会 東京住友クラブ

10月16日 （水） 15:00 第３回　総務委員会 東京住友クラブ

10月25日 （金） 14:00 第２回　理事会 上野精養軒

10月29日 （火） 18:00 知事と語る会 京王プラザホテル

11月19日 （火） 18:00 山梨県町村会との懇談会 ホテルKKR東京

11月27日 （水） 16:00 第４回　総務委員会 東京住友クラブ

12月11日 （水） 16:00 第３回　理事会 上野精養軒

12月11日 （水） 17:30 単位団体代表者会議 上野精養軒

1月30日 （木） 18:00 新春賀詞交歓会 ホテル雅叙園東京

2月14日 （金） 15:00 第５回　総務委員会 東京住友クラブ

3月26日 （水） 16:00 第６回　総務委員会 東京住友クラブ

連合会だより連合会だより

山梨県人会連合会機関誌「富士の国」の購読者拡大にご協力をお願いします 
　現在『富士の国』は山梨県人会連合会の役員の皆様と購読会員にお読み頂いております。また、山梨県内
の県庁・市町村をはじめ図書館などの公共機関や公的団体に配布又は購読をして頂いております。広報委員
会では多くの皆様に連合会の動きやふるさと山梨の情報を提供し、興味を持って読んで頂けるよう編集に努
めておりますので、各単位県人会所属の会員の皆様や山梨ゆかりの皆様に是非ご購読をお勧めください。
お申込み先　山梨県人会連合会　　 年間定期購読料3,000円（送料共）
　　　　　　〒101－0044　千代田区鍛治町1-6-10  山梨中央銀行東京支店３F
　　　　　　電話（０３）３２５６－３０９３ 　ＦＡＸ（03）３２５６－３０１５
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